
菅
笠
の
書
法

札
挟
の
書
法

納
札
七
度
廻
り
し
は
赤

紙
札
十
四
度
よ
り
宵
紙

し方十
八
度
よ
り
黄
紙

L
 
木二
十
一
度
よ
り
は

白
札
杖 年

来
遍
路
の
希
い

9

.

 

り
，

1
9
,
.
,
9
9
~

~, 

9

9

 

四
國
遍
路
道
中
維
誌

ね

が

ふ

い

と

な

み

ウ

ナ

ガ

サ

ッ

キ

ヒ

八
十
八
ヶ
所
え
饗
場
を
遍
路
し
奉
ら
ん
こ
と
を
希
と
い
へ
ど
も
、
世
の
螢
に
促
る
4
ま
4
空
く
光
陰
を
送
る

は

ぺ

お

り

こ
と
絃
に
年
有
し
が
、
何
時
か
は
佛
緑
に
も
班
ら
ま
し
を
思
ふ
時
か
ら
、

し
も
つ
ゐ
備
中
之
國
兒
島

丙
余
歳
十
九
山
陽
之
地
二
遊
暦
〔
歴
〕
し
、
播
備
之
雨
州
を
継
て
下
津
井
の
湊
郡
人
家
千
餘
軒
に

オ
な
り

の
年

申

天
保
七

ス
ゲ
ガ
サ
奉
遍
路
四
國
八
十
八
ヶ
所
南
無
大
師
遍
照
金
剛
井
四
句
之

ど
う
ぎ
や
う

文
闊
所
性
〔
姓
〕
名
同
行
何
人
、
又
は
壺
人
な
ら
ば
二
人
と

海
上
七
り
、
船
貸
〔
賃
〕
七
十
賦
文
、
渡
海
し
、
渉
笠

切
手
錢
十
三
文
、
毎
夜
出
船
有

船
を
求
て

と
南
無
大
師
遍
照
金
剛
其
字
を
雨
脇
二
雷
、
中
行
奉
遍
證
〔
路
〕
四
國
八
十
八
ヶ
所
同
行
何

札
快
〔
挟
〕
人
と
書
也
。
井
二
國
所
性
〔
姓
〕
名
を
認
む
。
壼
寸
五
六
分
二
五
寸
位
の
板
二
枚
を
合
せ

書
、
二
人
な
ら
ば
三
人

書
こ
と
此
地
の
法
也
。

し
も
の
、
此
間
二
納
札
を
入
る
4

也
。
札
所
井
二
接
持
〔
待
〕
所
井
宿
屋
等
二
而
は
此
札
一
枚
ヅ
、
を
皆
置
こ
と
也
。
此
國
に
而

は
至
而
此
札
を
尊
信
す
る
こ
と
也
。
右
柄
〔
納
〕
札
二
も
右
之
如
く
雷
し
る
す
也
し
七
度
廻
り
し
も
の
は
赤
紙
札
を
納
む
。
十
四

杉
の
木
に
て
角
二
削
る
。
上
の
方
を
五

度

よ

り

青

紙

納

、

十

八

度

よ

り

黄

紙

札

、

廿

一

度

よ

り

上

は

皆

文

字

な

し

の

白

札

丈

（

註

1
)

を
納
む
。
其
威
徳
不
思
議
有
し
こ
と
は
追
々
巻
中
二
し
る
す
故
に
こ
4

に
略
す
。
輪
二
剛
〔
彫
〕
、
何
メ
w
l
F
夭
の
五

し

こ

く

兼
而
阿
讃
土
豫
の
地
は
、

べ，ー
ー
ー

i —

-
l
-
A
9
!
；

巻
之 だ弘

法
大
師
の
遺
跡
多
く
し
て
雲
験
威
徳
著
し
き
と
聞
し
か
ば
、

四
國
遍
路
道
中
雑
誌

,,. 
,．，．，；
3
9
,
＇ 

ー

_
 

↑

‘,1t 

（
巻
之
一
）

縦
二
十
ニ
セ
ン
チ
、
横
十
五
セ
ン
チ
四
ミ
リ
の
半
紙
判
の
三
巻
の
草

稿
。
上
巻
本
文
四
十
丁
。
中
巻
四
十
五
丁
。
下
巻
十
九
丁
。
弘
化
元

151 

っ

ぇ

何
時
か
は
烏
藤
を
曳
て

五

十

瀬

松

浦

弘

著
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文
部
省
史
料
館
蔵

瑕
名
の
ル
ビ
及
び
カ
ッ
コ
内
の
正
誤
は
校
訂
者
で
あ
る
。

の
と
き
の
四
國
八
十
八
ヶ
所
震
場
参
拝
紀
行
。
句
讀
貼
と
濁
貼
、
平

年
(
-
八
四
四
）
郷
里
伊
勢
で
書
い
て
い
る
。
天
保
七
年
、
十
九
歳

i 



撫
狸

鬼
骨
寺

僻
境

切
手
を
改
む

碁
の
浦
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引
田
醤
油
逢
坂
越

津砂圏
田糖
浦

濱
通
り

ひ
か
ひ
谷
番
所

入
切
手

讃
州
阿
州
の
境

ll 

巻
之

な
り
。
番
所
有
。
出
入
之
切
手
を
改
む
。
少
し
の
坂
を
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井

井

井

岡

崎

早

崎

宮

の

浦

安

て

て

て

阿
州
侯
よ
り
小
き
番
所
を
置
ら
る
。
國
二
入
る
も
の
は
皆
此
所
二
而
入
切
手
と
云
も
の
を
と
り
て
持
行

ひ
か
ひ
谷
御
番
所

事
也
。
是
よ
り
山
道
し
ば
ら
く
に
し
て
十
番
切
幡
村
二
到
る
。
八
十
八
番
よ
り
五
里
。
何
れ
も
山
道
に

祭
紳
日
本
武
尊
。
祭
證
四
月
、
九
月
八
日
二
市
有
。
近
村
よ
り

宮

群
集
す
。
一
ノ
鳥
居
、
勅
額
門
、
社
前
二
橘
、
櫻
を
植
た
り
。

井

井

二

誹

馬

屋

。

社

家

四

て

軒

。

下

馬

札

有

て

境

内

五

社

明

紳

稲

荷

社

廣
＜
到
而
美
麗
な
る
虞
な
り
。
又
門
の
傍
二
鶴
の
宮
と
て
鶴
を
置
た
り
。

〇
又
志
度
寺
よ
り
此
虞
へ
束
る
に
は
、
海
岸
通
り
路
随
分
よ
ろ
し
。
二
り
半
来
り
て
津
田
浦
。
六
七
百
軒
の
市
町
也
。
此

邊
り
も
闊
釜
多
し
。
半
り
束
り
て
小
松
町
。
此
間
皆
松
原
つ
ゞ
き
に
し
て
風
景
よ
ろ
し
。
津
田
の
松
原
と
て
古
歌
等
有
な

り
。
又
一
り
末
り
て
白
鳥
浦
也
。
賦
り
行
て

千
軒
の
湊
。
出
入
の
船
多
し
。
故
二
商
戸
、
漁
家
甍
を
井
て
美
々
敷
市
町
也
。
又
此
慮
よ
り
醤
油
を
製
す
。

顎
濱
多
し
。
越
て
壼
り
斗
行
、
逢
〔
追
〕
分
有
。
右
へ
行
ば
逢
坂
越
と
云
を
至
し
、
三
番
之
金
泉
寺
之
う
ら
え

出
る
也
。
此
道
は
源
九
郎
義
鰹
の
越
給
ひ
し
と
云
偉
ふ
。
其
土
地
を
案
ず
る
に
左
も
有
べ
き
や
に
思
わ
る
。
碁
の
浦
は
中

（
マ
、
）

々
馬
の
蹄
の
立
べ
き
道
な
し
。
ひ
が
ひ
谷
の
方
は
廻
り
道
也
。
逢
坂
、
番
所
有
。
是
又
ひ
か
ひ
谷
二
同
断
。
出
入
之
切
手

を
改
む
。
以
上
讃
州
路
三
十
六
丁
道
程
三
十
六
里
五
丁
゜

岩
角
瞼
路
を
し
ば
此
慮
山
の
鹿
に
し
て
右
の
方
は
敷
十
匁
の
断
涯
。
左
り
之
方

扱

是

よ

り

左

り

へ

行

ば

碁

の

浦

ら

く

越

て

阿

州

分

は

波

浪

岸

へ

打

、

越
五
六
軒
ヅ
、
の
村
家
敷
ヶ
所
二
有
。
一
り
斗
も
行
て

も
見
ず
。
賓
二
僻
境
と
云
も
あ
ま
り
有
里
な
り
き
。

ぶ
ん

又
田
畑
も
有
な
り
。
此
村
迄
は
阿
州
分
二
懸
り
て
よ
り
田
畑
少
し

ム
ロ

板
野
郡
鬼
の
尾
村
。
浄
土
宗
に
し
て
本
尊
禰
陀
三
尊
。
園
光
大
師
の
開
基
也
。
境
内
に
口
の
木
の
大

ゑ

ん

き

木
十
三
本
有
。
皆
杉
な
り
二
造
り
甚
美
事
也
。
嘗
寺
因
縁
書
に
昔
此
慮
二
鬼
人
住
た
る
を
、
源
空
上

萬
壷
山
鬼
骨
寺

人
四
國
二
流
罪
に
な
り
給
ひ
し
比
、
御
敦
伍
ま
し

l
¥`
て
成
佛
を
得
さ
セ
給
ひ
し
と
云
博
ふ
。
其
窟
、
村
よ
り
五
丁
奥
ニ

此
間
壺
り
は
頗
る
瞼
路
に
し
て
、
犬
も
ど
り
猿
も

ど
り
と
云
な
ん
所
有
。
村
二
至
る
道
少
し
よ
ろ
し
。

鬼
の
尾
村

有
。
又
嘗
寺
二
鬼
の
骨
と
云
る
も
の
有
。
百
文
ヅ
ツ
に
而
開
帳
す
る
な
り
。
扱
是
よ
り
又
海
邊
を
行
て
四
り
に
し
て

入
口
を
土
佐
泊
り
と
云
。
此
邊
り
皆
痘
濱
に
し
て
繁
華
の

地
な
り
。
商
戸
、
漁
撥
甍
を
併
べ
て
美
々
敷
所
な
り
。

撫
〔
撫
〕
養
湊

等
一
ツ
の
湊
を
か
こ
み
て
部
落
す
。
人
家
凡
一
萬
煎
三
千
軒
と
云
儒
ふ
。
此
除
は
し
人
＼
二
少
し
ヅ
、
の
在
家
多

。
濱
の
方
二
は
船
太
ェ
大
二
工
井
船
針
〔
釘
二
鍛
治
。
薗
燒
濱
。
宮
の
浦
邊
二
而
は
漁
者
多
し
。

（

原

文

抹

消

）

し
。
従
引
田
町
四
り

藝
守

岡
崎
邊
に
は
女
郎
屋
多
し
。
木
津
上
、
土
佐
泊
り
邊
二
は
問
屋
、
商
人
多
し
。
賓
二
繁
華
の
湊
な
り
。
扱
是
よ
り
船
渡
し

を
越
て
壼
り
斗
行
て

人
家
十
二
三
軒
。
撫
養
分
也
。

少
し
う
ら
の
山
を
上
り
て

大
毛
村

四
國
遍
路
道
中
維
誌

此
虞
よ
り
嗚
戸
眺
望
よ
ろ
し
。
む
か
し
鳴
門
よ
り
一
箇
の
甍

〔
甕
の
上
り
た
る
を
祭
る
よ
し
。
い
つ
の
比
よ
り
し
て
編
の

睾
大
明
誹

一
歩
を
あ
や
ま
た
ば
粉
身
砕
骨
二
な
る
地

麗
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引

田

此
邊
濱
二
而
は
堕
を
燒
、
陸
に
而
は
砂
糖
を
製
し
、

土
地
随
分
豊
饒
の
様
二
見
た
り
。

ま
た
濱
通
り
を
し
る
さ
ば

下
る
こ
と
三
り
斗
に
し
て

白
鳥
村

ら
は
濱
邊
に
し
て
磯
馴
松
有
。

町
中

中
野
村
よ
り
谷
つ
づ
き
を

大
内
郡
な
り
。
町
家
煎
百
軒
斗
゜

而
よ
ろ
し
か
ら
ず
。

け
村

も
の
は
止
宿
す
る
二
よ
ろ
し
。

是
迄
讃
州
分
也
。

此
虞
茶
屋
戴
軒
斗
有
。
庵
寺
有
。
行
暮
な
ん
儀
の
讃
州
、

境

の
峠
也
。
少
し
下
り
て

四
國
逓
路
道
中
雑
誌

阿
州
の
境
少
し

,＇t[
Eセ
ti‘
ー；ルヽ
リじー・
1

町
の
う

白
鳥 178 
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磯
崎

n
i
tー

fll自り

’i'

三
月
三
日
前
後
の

ヒ上 鳴
門

大
毛
山

四
國
遍
路
道
中
雑
誌

巻
之

雨

に

な

る

と

の

お

き

つ

船

人

心

し

て

と

ま

ひ

き

を

ほ

え

浮

雲

も

い

そ

が

で

や

悼

引

を

り

て

舟

人

も

落

行

月

の

よ

ど

む

せ

も

が

な

秋

深

く

鳴

戸

の

海

の

早

汐

に

い

く

せ

に

な

る

と

渡

り

つ

く

せ

よ

ま

ご

さ

き

に

か

4

り

て

見

る

や

う

そ

し

の

嗚

門

の

浦

二

か

4

る

舟

人

さ

し

汐

の

は

げ

し

く

も

有

か

し

ば

し

し

て

等
也
。
ま
た
古
歌
に
渦

ま

く

の

4

字

の

ふ

恐

ろ

し

や

音

さ

へ

も

す

ご

く

鳴

戸

の

と

う

／

＼

と

な

を

か

ろ

う

じ

て

渡

り

や

す

ら

ん

此

嗚

門

汐

路

に

な

れ

し

船

人

も

む
。
右
の
方

字

二

書

あ

ら

た

此

虞

よ

り

鳴

門

眺

望

の

憂

有

而

、

春

は

撫

養

湊

へ

着

し

船

頭

井

國

主

よ

り

大

毛

山

孫

崎

御

茶

屋

水

主

ど

も

之

遊

散

〔

山

只

場

と

な

る

。

又

左

り

方

を

眺

れ

ば

に

建

置

り

。

御
巡
國
之
時
は
領
主
此
慮
二
宿
し
給
ふ
也
。
又
役
人
壼
人
常
二
相
詰
る
こ
と
也
。

わ
る
。
大
海
よ
り
満
束
る
潮
も
、

さ

其
間
凡
十
八
九
丁
と
思
わ
る
。
土
人
は
壺
り
と
い
へ
ど
も
左
は
無
様
二
思

中
國
の
方
よ
り
干
る
汐
も
満
干
ご
と
に
此
門
に
あ
つ
ま
れ
ば
、
汐
の
は
や

き
こ
と
矢
よ
り
も
疾
く
、
其
勢
磐
石
を
も
韓
倒
す
べ
く
、
順
水
二
あ
ら
ざ
れ
ば
如
何
な
る
小
舟
大
船
を
も
渡
る
こ
と
か
た

ち
ゃ
う
じ

し
。
此
門
の
さ
ま
を
見
る
に
行
者
ヶ
鼻
よ
り
此
方
は
だ
か
じ
ま
、
丁
子
が
口
ヘ
か
け
て
暗
礁
ッ
ゞ
き
に
し
て
、
左
な
が
ら

深
し
と
も
思
わ
れ
ね
ど
も
、
其
左
右
は
如
何
斗
り
の
こ
と
か
深
底
を
は
か
り
が
た
し
。
干
汐
の
時
二
は
右
の
方
低
く
な
り

て
瀑
布
の
ご
と
く
、
満
汐
の
時
は
左
り
の
方
低
く
な
り
て
落
る
さ
ま
如
何
二
も
す
る
ど
く
、
此
方
彼
方
二
営
る
潮
渦
巻
て

高
く
低
く
運
動
し
、
別
而
三
月
三
日
前
後
は
近
國
の
風
（
流
）
士
皆
此
虞
二
酒
を
携
て
来
り
給
ふ
。
其
眺
望
前
二
圏
す
る
が

故
二
こ
4

に
し
る
さ
ず
。
因
二
歌
を
こ
4

に
一
ツ
ニ
ッ
し
る
し
置
に

む

こ

の

う

ら

朝

ミ

つ

汐

の

追

風

に
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雪

こ

き

ま

ぜ

て

さ

ゆ

る

う

ら

波

あ

す

わ

な

る

と

の

汐

や

ま

つ

ら

ん

此
餘
も
多
き
よ
し
二
聞
侍
れ
ど
も
聞
ま
4

を
抄
す
る
。

扱
是
よ
り
撫
養
の
方
二
蹄
り
て
、
濱
二
出
る
や

此
虞
に
松
の
大
木
有
し
と
か
や
。
今
も
其
古

磯

崎

跡
残
れ
り
。
出
崎
に
し
て
風
景
よ
ろ
し
。

タ

さ

れ

ば

嗚

門

の

海

の

は

や

き

瀬

に

等
聞
侍
る
ま
4

し
る
す
。
ま
た
近
束
世
の
人
の
う
た
と
て

（原

し
か
れ
ど
も
、

あ

わ

の

な

る

と

は

た

れ

か

い

ふ

ら

ん

文

抹

消

）

人
磨
の
此
里
二
束
り
し
こ
と
は
聞
ず
。

ま
た
歌

ゑ

の

こ

草

を

の

が

種

と

て

あ

る

も

の

を

阿

波

し

ま

か

け

て

わ

た

る

舟

人

鳴t
門と

向
は
淡
路
島
行
者
ヶ
鼻
二
劉
し
、

四
國
遍
路
道
中
維
誌

サ
ド
ノ
ク
ニ従

三
位

A

、讀
人
不
ソ
知

御

成
清 製

西

行

法

師

幽
旨
法
師

同

蕪

坊

浪

花

常

房

、
誓
□
―i
.
-
i
=
=
-
T
-

—l
n
=―

§
"
,
.
,
9
f
9
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人
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大
寺
村

砂
穂
、
藍
を
製
す

一
番
盛
山
寺

二
番
極
築
寺

三
番
金
泉
寺

木
津
上

里
村
鳴
門
わ
か
め

巻
之

尚
此
餘
此
跡
多
し
。
撫
養
、
岡
崎
に
も
ど
り
、
市
町
ッ
ゞ
キ
に
し
て

撫
養
の
南
の
は
し
な
り
。
商
戸
の
ミ
に
し
て
繁
華
の
地
な
り
。
土
人
の
言
に
此
邊

木
津
上

昔
し
は
波
打
隙
〔
際
〕
な
り
し
が
、
い
つ
し
か
か
4

る
岡
地
二
な
り
し
と
云
偲
ふ
。

晨
言
宗
弘
法
大
師
の
開
基
に
し
て
境
内
ひ
（
ろ
）
し
。
本
尊
十
一
面
か
ん
お
ん
。
寺
内
二
金
毘

護
國
山
長
谷
寺

羅
の
屁
有
。
毎
年
十
月
十
日
御
祭
證
に
し
て
近
在
よ
り
群
衆
を
な
す
。
又
入
船
之
船
頭
水
主

集
り
束
り
て
相
撲
を
興
行
す
。
市
町
を
出
て
左
り
徳
し
ま
有
。
右
一
番
は
霊
山
寺
へ
行
也
。
此
間
壼
り
半
斗
皆
農
家
ツ
ゞ

き
に
し
て
致
呈
至
〕
而
冨
る
土
地
な
り
。
砂
糖
井
に
藍
を
製
す
。
し
ば
し
行
て

し

。

天

竺

の

霊

山

を

此

方

井

又

井

、

大

蘇

彦

紳

祉

律

社

．
如
束
を
本
尊
と
し
け
る
よ

]

へ

移

セ

し

ゅ

へ

竺

和

山

と

琥

す

る

よ

し

。

境

内

に

て

て

に

前

に

右

ニ

ッ

は

國

主

よ

り

造

立

せ

ら

る

。

茶

堂

有

。

゜

大

師

堂

二

金

剛

又
門
前
に
茶
屋
賦
軒
有
。
泊
る
に
よ
ろ
し

は

霊
山
の
繹
迦
の
み
ま
え
に
め
ぐ
り
束
て

萬
の
つ
ミ
も
き
え
う
せ
に
け
り

r
□il’,；＇:
1
1
 

又
是
よ
り
畑
道
行
こ
と
十
二
丁
に
し
て

第
二
番
日
照
山
極
榮
寺

之
作
也
。
此
三
尊
皆
別
二
小
堂
を
建
て
安
置
す
。
中
就
〔
就
中
〕
繹
迦

又

井

の

祉

有

。

中

宮

西

の

宮

て

左

り

の

方

右
禰
陀
如
末
。
何
れ
も
行
基
菩
薩
の
作
也
。
大
師
堂
。
鎮
守
の
祉
有
。

極
榮
の
禰
陀
の
浄
土
へ
行
た
く
ば

南
無
阿
禰
陀
佛
口
ぐ
せ
に
せ
よ

門
前
に
茶
所
、
茶
屋
等
有
。
止
宿
セ
る
に
よ
ろ
し
。
畑
道

少
し
行
凡
廿
五
丁
。
行
て
河
端
村
二
到
り
、
逢
坂
番
所
よ
り
入
ら
ば
此
寺
の
う
ら
に
束
る
。

同
郡
大
寺
村
二
在
り
。
弘
法
大
師
の
開
基
也
。
本
尊
繹
迦
如
束
（
な
）
り
。
御
長
三
尺
。

七
間
四
面
の
堂
二
安
置
し
給
ひ
し
と
。
む
か
し
は
頗
る
大
寺
な
り
し
二
よ
り
て
村
名
ニ

第
三
番
編
光
山
繹
迦
院
金
泉
寺

迄
大
寺
と
用
ゆ
る
也
。
又
傍
に
五
智
如
来
の
塔
の
礎
有
。
此
本
尊
は
小
堂
を
立
て
是
二
安
置
す
。
何
れ
も
弘
法
太
〔
大
〕
師
の
作

詠 詠

四
國
遍
路
道
中
維
誌

同
郡
檜
村
。
開
山
行
基
菩
薩
。
本
尊
阿
禰
陀
如
来
。
左
り
薬
師
如
末
。

遍
路
霊
場
第
一
番
札
所
竺
和
山
一
乗
院
震
山
寺

＇ 程
に
町
の
中

板
野
郡
板
東
村
二
有
り
。
本
尊
繹
迦
、
禰
陀
、
太
〔
大
〕
日
。
皆
大
師

馳

を
な
じ
虞
に
か
へ
る
な
り
け
り

木
津
上
の
う
ら
に
と
し
鰹
て
よ
る
浪
も

た
く
も
の
姻
り
こ

4

ろ
よ
ハ
さ
に

浦
風
に
な
び
き
に
け
り
な
里
の
海
士
の

も
そ
は
さ
だ
か
な
ら
ず
。

井

て

少

し

此

虞

よ

り

若

海

布

を

出

す

。

嗚

門

少

し

下

土

人

の

云

に

清

少

納

言

ハ

里

村

人

麿

社

清

少

納

言

の

塚

南

の

方

二

わ

か

め

則

是

な

り

。

又

此

村

二

の

方

に

し

ば

ら

く

此

邊

り

に

漂

泊

し
給
ひ
し
と
云
。
其
跡
な
り
と
て
方
五
輪
の
古
き
石
塔
有
。
又
人
磨
の
祉
も
此
邊
り
二
来
り
給
ひ
し
と
云
偉
ふ
。
然
れ
ど

お
も
が
ハ
り
す
な
磯
崎
の
松

立
か
ゑ
り
ま
た
も
眺
ん
里
の
海
士
の

四
國
遍
路
道
中
雑
誌

―
―
―
ー
ー
＝
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量
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11:：`;' 
六
番
安
築
寺

四
番
大
日
寺

五
番
地
蔵
院

奥
院
五
百
羅
漢

大
師
偲
脱

詠

巻
之

ち
ぎ
や

•
9

ゃ
く

か

り

の

世

に

知

行

あ

ら

そ

う

無

盆

な

り

井

み

？

等

有。

禰
勒
堂

て

道

引

た

ま

え

こ

の

世

後

の

世

詠

一
上
り

，
此
慮
ま
た
茶
店
有
。
是
よ
り
谷
川

村

ニ
そ
う
て
十
八
丁
。
の
ぼ
り
て

従
主
一
番
亭
早
り
。
板
野
郡
黒
谷
村
二
有
り
。
大
師
の
建
立
。
本
井

大

師

堂

鎮

守

耽

第
四
番
黒
岩
山
遍
照
院
大
日
寺

尊
大
日
如
束
。
御
長
壼
尺
五
寸
。
弘
法
大
師
の
作
也
。
井
て
て

井

等

有

。

境

内

山

二

そ

う

て

ひ

三
十
三
所
観
音
堂

て

ろ

し

。

風

景

ま

た

よ

ろ

し

。

少
し
の
山
道
を
越
て
下
り
、
此
邊
農
家
そ
こ
こ
4

に
部
落
す
。
土
地
隧
分
繁
昌
の
場
所
な
り
。

同
郡
矢
武
村
二
在
。
境
内
前
二
圏
す
る
ご
と
し
。
従
二
四
番
1

壼
り
五
丁
。
弘
法
大

第
五
番
無
盛
山
荘
厳
院
地
蔵
院
〔
寺
〕

師
此
慮
に
而
熊
野
櫂
現
に
出
合
給
ひ
し
時
、
櫂
現
自
ら
癌
木
を
大
師
に
獣
じ
給
ひ

C
ニ
~
〕

し
け
る
と
か
や
。
則
大
師
其
霊
木
を
も
つ
て
一
寸
八
分
の
地
蔵
の
像
を
割
〔
彫
〕
、
伽
藍
を
建
立
し
て
安
置
し
給
ひ
し
二
、
其
後

（
マ
、
）

後
宇
多
帝
之
時
住
持
感
霙
の
こ
と
有
て
、
御
長
壼
尺
七
寸
の
地
蔵
を
割
ミ
右
一
寸
八
分
の
像
を
其
旨
〔
胸
〕
に
納
め
、
井
二
蒲
陀
、
‘

薬
師
の
像
を
作
り
、
雨
土
と
し
て
今
置
け
り
。

境
内
堂
塔
坊
舎
多
し
。
其
あ
ら
ま
し
を
し
る
さ
ば

四
國
遍
路
道
中
雑
誌

詠

直

二

入

て

左

り

二
王
門

左

り

之

方

＿

ー

り

巳

ょ

野

三

社

‘

之
方
に

乳

入
て

惣

F
ニ
営
り
て

其
像
大
に
し

奥
院
五
百
羅
漠

是

よ

り

山

此

堂

内

二

八

十

八

ヶ

所

之

二
十
五
菩
薩
堂

東

本

尊

を

安

置

す

。

廻

り

て

て

貿

二

旺

厳

本

堂

三

十

三

所

観

音

堂

こヽ

は
海
内
無
双
と
云
な
る
べ
し
。
下
り
て
鎮
守
、
紐
堂
、
大
師
堂
、
庚
申
堂
等
圏
す
れ
ば
こ
4

に
略
す
。

六

道

の

能

化

の

地

蔵

大

菩

薩

ん
宿
も
慮
々
有
な
り
。
農
家
皆
砂
糖
を
製
し
藍
を
耕
る
。

し

ば

ら

又

し

ば

ら

ニ

か

ん

や

け

村

七

條

村

ひ

き

の

村

扱
門
を
出
て
畑
道
行
こ
と
し
ば
ら
く
茶
店
有
。
又
木
ち

IJo 

く

行

て

く

行

て

至
大

師

堂

天

照

大

誹

宮

、

；
同
郡
ひ
き
の
村
。
従
二
五
番
二
里
。
本
尊
薬
師
如
束
。
坐
傍
（
マ
マ
）

像
御
長
一
尺
三
寸
。
弘
法
大
師
之
御
作
也
。
寺
内
二
井
て
に

第
六
番
濫
泉
山
瑞
運
院
安
架
寺

安

架

國

の

守

護

を

望

め

よ

打

ぬ

け

に

．

農

家

の

ミ

也

。

茶

高
尾
村

境

内

を

出

て

店

も

二

三

軒

有

。

_

＿

●

一

ー

ー
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濫

I
-
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雪
二
[
』

i-i-'-1，心IJIJ
』"，
n
i
'ド
9.
，,9

た

ゞ

黒

谷

に

墨

染

の

袖

眺

れ

ば

月

白

妙

の

夜

半

な

れ

や

ぬ
け
す
る
虞
に

又

寺

内

よ

り

打

と

云

も

の

有

。

黄
金
井

し
ば
ら
く
行
て

こ
が
ね
の
泉
す
ミ
た

4

え
た
る

詠

歌

極

榮

の

賓

の

池

を

思

え

た

ゞ

又
傍
に

也。

井

小

池

の

中

に

春

日

社

癖

天

社

て

有

。

四
國
遁
路
道
中
雑
誌

菫
竺

9-if-l

小
庵
な
り
。

井

等

有

。

何

れ

も

編

山

法

皇

の

祠

大

師

堂

て

物

寂

た

り

。

189 井

茶

所

て

l ¥ 
,’, 9 9,＂， 9 

井

大
師
御
順
行
の
＇
犬
ふ
し
村

お
か
の
宮
大
師
堂

て

時
建
立
な
り
と
。
ツ
ゞ
き
て

5. 
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ー，

了
[9.,
＇

九
番
法
輪
寺

十
番
切
幡
寺

大
師
縛
説 ー

i
i
”
文

‘
\
L
t
,；,
,
J
:
I
-
I
•―
-
「
一
塁
●
ー
―

i
.―

八
番
熊
谷
寺

七
番
十
架
寺

巻
之

し
。
此
邊
り
皆
農
家
に
し
て
田
畑
少
し
。

阿
波
郡
と
な
り
村
二
在
。
従
二
七
番
1

壼
り
。
本
尊
千
手
千
眼
観
世
音
。
立
像
御
長
六
尺
。

第
八
番
普
明
山
員
光
院
熊
谷
寺

佛
舎
利
百
二
十
六
粒
を
御
ぐ
し
二
納
め
し
よ
し
。
御
足
の
う
ら
に
其
記
文
有
。
脇
立
毘

向

石

階

を

又

是

よ

り

少

し

右

の

方

山

の

眺

望

よ

ろ

し

く

し

て

境

所

三

重

塔

鐘

棲

、

休

所

、

本

堂

大

師

堂

鎮

守

社

て

上

り

て

石

階

を

上

り

上

高

き

慮

に

内

前

二

圏

す

る

ご

と

し

。

扱
是
よ
り
と
な
り
村
え
下
り
、
左
り
の
農
家
の
ミ
。
茶
屋
戴
三
軒
有
。

田
中
村

砂
糖
を
製
す
。
少
し
行
。

従
t

一

八

番

一

十

八

丁

。

同

郡

田

中

村

也

。

本

尊

坐

像

。

繹

迦

井

傍

九

番

正

覺

山

白

蛇

院

法

輪

寺

地

蔵

堂

大

師

堂

，

鎮

如

末

坐

像

一

尺

五

寸

。

弘

法

大

師

の

御

作

也

。

境

内

ニ

ニ

に

井
有
。
境
内
井
二
茶
堂
有
。

物
寂
た
れ
ど
も
ひ
ろ
し
。

守
社

（
マ
、
）

大
乗
の
秘
方
も
と
が
も
ひ
る
が
へ
し

（註

14)

轄

法

輪

の

縁

と

こ

そ

き

け

是

よ

り

又

打

ぬ

け

し

ば

し

此

村

之

大

師

堂

有

。

此

慮

而

大

師

行

暮

給

ひ

、

道

の

傍

秋

月

村

切

幡

村

小

豆

洗

清

水

畑

道

を

し

ば

し

行

て

行

て

中

に

老
婆
小
豆
を
一
合
持
束
り
奉
り
し
か
ど
も
、
是
を
洗
ひ
て
霙
給
ふ
二
水
な
か
り
し
か
ば
、
自
ら
錫
杖
を
も
ち
て
岩
角
を
堀
給
ふ

ニ
水
溢
れ
出
た
り
と
。
其
慮
に
今
庵
を
建
て
大
師
の
尊
像
井
び
に
地
蔵
像
を
安
置
し
祭
る
な
り
。
何
れ
浮
屠
氏
の
忘
〔
妄
〕
説
と

は
思
え
ど
も
、
古
き
庵
の
こ
と
な
れ
ば
こ
4

に
し
る
し
置
。
扱
是
よ
り
坂
を
上
る
。
九
折
瞼
路
也
。

従
1

一
九
番
1

廿
五
丁
。
同
郡
切
幡
村
二
有
。
又
八
十
八
番
大
窪
寺
よ
り
ひ
か
い
谷
御
番
所
を

十
番
得
度
山
灌
頂
院
切
幡
寺
，

又
是
迄
打
も
ど
ら
ね
ば
な
ら
ざ
る
也
。
故
二
道
程
は
さ
し
て
何
れ
の
方
も
遠
近
な
し
。
扱
村
よ
り
坂
を
一
1

一
丁
上
り
し
慮
二
大
師

の
加
持
水
有
。
是
よ
り
五
丁
上
尊
像
は
運
慶
作
也
。
到
而
古
風
な
る
像
也
。
此
多
聞
天
、
持
國
天
、
皆

二

王

門

中

門

り

て

石

階

少

し

有

。

此

を

上

り

慮

よ

り

眺

望

よ

ろ

し

。

北

方

は

一

面

二

見

ゆ

運

慶

の

作

也

。

上

り

て

井

正

本

尊

は

千

手

千

眼

観

音

。

不

動

、

毘

沙

少

し

等

う

し

ろ

の

方

は

大

日

堂

虚

空

蔵

堂

本

堂

大

師

堂

鎮

守

祉

て

面

門

を

脇

士

と

七

り

。

皆

大

師

の

作

也

。

上

二

峨

々

た

る

山

二

霧

四
國
遍
路
道
中
雑
誌

詠
歌

越
来
ら
ば
此
慮
五
り
な
り
。
甚
近
け
れ
ど
も
是
よ
り
逆
に
一
番
迄
又
納
る
時
は
、
一
番
よ
り

方
へ
行
こ
と
畑
道
し
ば
し
行
、
庵
有
。

詠

薪

と

り

水

熊

谷

の

寺

二

来

て

難

行

す

る

も

後

の

世

の

為

井

上

七

社

を

合

殿

と

す

。

栢

荷

社

宵

面

金

剛

末

社

て

に

石

階

と

〔

の

〕

上

作
也
。
井
び
一
二
十
二
度
身
の
像
有
な
り
。

沙
門
天
王
、
不
動
明
（
王
）
。
供
二
運
慶
の

門
前
二
茶
店
有
。
止
宿
す
る
に
よ
ろ

詠
歌

人
間
の
八
苦
を
は
や
く
は
な
れ
な
ば

い
た
ら
ん
方
は
九
品
十
架

四
國
遍
路
道
中
雑
誌

193 

の
木
の
陰
ニ
―
宿
し
給
ハ
ん
と
な
し
け
る
時
、

従

ユ

ハ

番

一

十

丁

。

高

尾

村

二

有

。

弘

法

大

師

傍

等

有。

鎮

守

の

社

大

師

堂

第
七
番
光
明
山
十
楽
寺

の
開
基
に
し
て
本
尊
阿
禰
陀
如
束
。
9

井

て

に

井

此

村

よ

り

谷

川

二

添

て

戴

三

丁

行

、

原

田

村

ど

な

り

村

て

茶

店

有

。

是

よ

り

少

し

坂

を

上

り

上

に

は

空

海

自

筆

の

額

向

本

坊

な

I

二

王

門

大

日

堂

慎

光

院

五

輪

堂

を

懸

た

り

。

入

て

て

り

。

井

て

ニ

向

此

慮

よ

り

眺

望

井

化

城

庵

十

六

羅

漢

堂

六

地

蔵

茶

よ

ろ

し

。

井

て

て

て
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TCペ

十
二
番
焼
山
寺

遍
路
中
第
一
番
の

九
折

柳
の
水
庵

大
師
陣
説

十
一
番
藤
井
寺

吉
野
川

永
代
無
餞
渡
し

是
迄
を
十
里
十
ヶ

所 絲
起
博
脱

四
國
遍
路
道
中
維
誌
巻
之

ま
た
寺
よ
り
十
丁
斗
奥
に

詠
／
＼
に
石
の
標
石
あ
り
。
上
り
て
二
王
門
有
。

た
り
と
。
大
師
の
尊
像
を
安
置
す
。
ま
た
山
の
腹
を
し
ば
し
行
て
、

，
門
前
二
茶
店
二
軒
有
。
止
宿
せ
る
二
よ
ろ
し
。
従
1

1

十

番

二

り

半

。

大

師

井

十

一

番

金

剛

山

藤

井

寺

鎮

守

社

地

蔵

建
立
の
よ
し
。
本
尊
薬
師
如
束
。
御
長
三
尺
。
大
師
の
作
な
り
。
境
内
二
て

井

等

美

々

敷

立

た

り

。

又

庭

中

二

藤

の

大

樹

堂

大

師

堂

ニ
有
。
二
王
門
、
是
ま
た
古
き
も
の
な
り
。

是
よ
り
寺
内
を
う
し
ろ
へ
ぬ
け
て
、
松
山
の
中
九
折
を
の
ぼ
る
こ
と
十
五

丁
斗
に
し
て
茶
店
一
軒
有
。
ま
た
是
よ
り
賦
十
戴
三
丁
も
山
の
半
腹
を
行
て

を
か
る
。
ま
た
是
よ
り
十
五
丁
上
り
て
茶
屋
壼

（
ム
ツ
）

軒
有
。
口

□し
ば
ら
く
行
半
腹
を
山
二
添
て
行

本
尊
地
蔵
菩
薩
井
二
大
師
尊
像
を
安

置
す
。
へ
ん
ろ
い
た
わ
り
の
為
に
建

長
戸
庵

な

く

（

ム

ツ

）

此
慮
は
大
師
燒
山
寺
へ
上
り
給
ふ
時
、
途
中
二
水
無
渇
し

□ふ

ニ
よ
り
、
錫
杖
に
而
小
き
柳
の
根
を
堀
給
ひ
し
か
ば
水
溢
れ
出

柳
の
水
庵

本
尊
か
ん
ぜ
お
ん
菩
薩
。
大
師
を
安
置
す
。
春
よ
り
夏
分
は
此
慮
に
も
道
心
者
壷
人

住
す
。
此
慮
に
而
弘
法
大
師
野
宿
し
給
ひ
し
慮
な
り
と
。
又
是
よ
り
下
ら
ば
谷
合
に

一
本
杉
の
庵

ぷ
し
こ
に
家
居
す
。
村
中
川
有
。
士
橋
を
渡
す
。
是
を

f
ば
に
九
記
を
の
土
？
立
わ
た
り
て
道
の
傍
に
薬
師
堂
有
。
越
て

九
折
二
か
畠
。
緑
樹
森
々
と
し
て
甚
物
凄
じ
き
慮
也
。
其
坂
十
八
丁
登
る
に
如
何
二
も
遍
路
中
第
一
番
と
思
わ
る
。

井

熱

田

大

明

神

祉

熊

野

名
西
郡
そ
う
ち
村
分
。
従
-

1

十
一
番
1

―
―
一
り
。
道
甚
遠
し
。

本

尊

虚

空

蔵

菩

薩

座

像

四

尺

五

寸

。

弘

法

大

師

之

御

作

也

。

こ

十
二
番
摩
慮
山
性
壽
院
燒
山
寺

＇ 

井

等

有

。

此

寺

山

の

高

ミ

に

有

ど

も

杉

、

檜

、

雑

木

陰

森

と

し

て

眺

望

ニ

少

し

も

な

し

。

境

内

茶

堂

有

。

茶

屋

壼

軒

゜

止

宿

を

す

る

に

よ

し

。

櫂

現

祉

大

師

堂

地

蔵

堂

の
ち
の
世
を
思
ハ
ゞ
し
畔
）
や
う
し
や
う
さ
ん
寺

し

で

や

さ

ん

づ

の

難

所

有

と

も

（註
16)

し
ん
に
よ
の
波
の
た

4

ぬ
日
は
な
く

一
喜
“
重
量
曇
置
量
量
吾
’
=
『
E
’
T
L
'
r
'
』
国
が
U
1

詠

色
も
香
も
無
比
品
非
〕
中
道
の
藤
井
寺

り
。
し
ば
ら
く
行
て

吉
野
川

永
代
無
錢
渡
し
也
。
皆
領
主
よ
り
ま
か
な
ひ
給
ふ
。
越
て
麻
植
郡
な
り
。

197 

一
丁
目

を

ぇ

人

家

こ

4

か
し
こ
二
部
落
し

麻
植
村

け
る
。
藍
を
多
く
耕
れ
〔
芯

ー

，
 ̀; ー

1
、’

9
I
'
 

山
家
也
。

そ
う
ち
村

谷
の
こ

阿
州
大
一
番
の
大
川
也
。

川
上
は
土
州
、
豫
州
の
極
山
中
よ
り
来
る
。

し
て
き
れ
ゐ
な
り
。
越
て

り
又
畑
道
を
行
こ
と
し
ば
ら
く
に
し
て

扱
是
迄
を
十
里
十
ヶ
所
と
云
。
是
よ

井
此
慮
よ
し
の
町
有
。
茶
店
井
に
泊
り
屋
等
有
。
又
此
町
よ

大

野

島

村

大

八

島

て
り
少
し
東
の
方
に
一
國
一
社
の
八
幡
有
。
社
内
随
分
廣
＜

後

の

世

ま

で

の

さ

わ

り

と

ぞ

な

る

詠

よ
く
し
ん
を
た
ゞ

一
す
じ
二
切
は
た
じ

云
偲
ふ
し
然
れ
ど
も
何
れ
も
忘
〔
妄
〕
説
ら
し
く
覺
ゆ
。

に
大
師
の
（
此
）
慮
に
来
り
給
ひ
し
時
、
天
よ
り
幡
一
流
吹
束
り
し
故
二
山
二
攀
登
り
見
給
ひ
し
か
ば
、
南
海
敷
千
里
を
眺
望
し

て
如
何
二
も
普
陀
落
世
界
の
さ
ま
な
り
し
か
ば
、
救
世
菩
薩
の
像
を
彫
ミ
一
寺
を
建
て
安
置
し
給
ひ
し
と
云
。
又
一
説
に
は
此

だ

It

邊
り
之
女
織
〔
機
〕
を
お
り
け
る
を
、
大
師
手
拭
丈
無
（
心
）
せ
ら
れ
し
か
ば
其
織
〔
機
〕
お
れ
ど
も
／
＼
切
〔
限
〕
の
な
か
り
し
と
も

り
、
前
二
は
北
方
井
吉
野
川
を
眺
、
淡
州
、
紀
州
は
手
二
と
る
如
く
見
、
其
風
景
筆
紙
二
つ
く
し
が
た
し
。
此
寺
の
縁
記
〔
起
〕

四
國
遍
路
道
中
維
誌
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其
像
今
絶
て
十
一
面
か
ん
お
ん
の
像
を
安
像

と
云
二
到
る
。
此
鹿
敷
丈
の
岩
壁
有
。
是
二
大
な
る
鹿
有
て
此
内

も
な
し
。
し
ば
し
ゆ
き
て

人
情
淳
朴
の
風
し
ば
ら
く
に
し
て

谷
川
二
添
て
行
ま
4

今
二
忘
得
ざ
り
き
。

T

り
が"
,
K
~
'

位
刊

’
p
卜

C
]い
i

ー

ニ―――-、

ー・

ー、
Q-
＿-i[-r,-―{,―-巨
t1901」.T

阿
川
村

紙廠蕎
唆
め
し

杉
の
杖
を
つ
き
竹

杖
を
用
ひ
ず

杖
杉
庵

大
師
傭
説

右
衛
門
三
郎

行
て
谷
川

と
い
へ
る
も
の
有
。
此
慮
二
昔
し
大
蛇
住
し
由
。
大
師
則
此
山
を
開
き
給
ひ
し
時
、
此
蛇
を
敦
化
し
給
ハ
ん
と
護
摩

修
行
ま
し
ま
し
た
り
し
と
か
や
。
道
わ
ろ
く
し
て
甚
な
ん
ぎ
な
り
。
此
邊
二
而
の
高
山
な
れ
ど
も
、
此
頂
上
よ
り
ま

た
西
を
望
む
時
は
靱
山
は
逢
に
高
く
見
ゆ
る
也
。
是
二
而
嘗
國
の
廣
太
〔
大
〕
な
る
こ
と
を
し
る
べ
し
。
扱
大
門
を
出
て
九
折
を

本
尊
大
師
尊
像
に
傍
二
右
ヱ
〔
術
〕
門
三
郎
が
髪
を
さ
ば
き
、
石
二
腰
打
か
け
て
杉
の
杖
を
つ
ん
ば
り
た
る
姿
を
安

杖
杉
庵

置
す
。
前
二
右
ヱ
門
三
郎
が
杖
の
生
し
と
云
大
な
る
杉
の
古
木
壼
本
有
。
其
ゆ
わ
れ
を
聞
に
、
昔
伊
豫
の
國
の
大

守
右
ヱ
門
三
郎
な
る
も
の
邪
見
〔
樫
〕
有
慾
の
も
の
に
而
、
大
師
が
洪
〔
功
〕
徳
を
ね
た
ミ
け
る
が
、
後
殺
心
し
て
四
國
を
遍
〔
巡
〕

證
セ
ん
と
八
十
八
ヶ
所
を
廻
り
し
が
、
順
二
廻
れ
ば
大
師
は
逆
二
廻
（
給
）
ひ
、
逆
二
廻
ら
ば
大
師
は
順
に
通
り
給
ひ
、
戴
十
一

と
く
ど

度
の
間
大
師
に
拝
面
す
る
こ
と
を
得
ざ
り
し
が
、
賦
十
一
度
滴
願
之
時
此
慮
に
而
大
師
二
行
逢
、
則
得
度
す
る
こ
と
を
得
此
慮

に
而
死
セ
し
と
。
則
此
杖
を
此
岩
の
脇
二
立
し
が
、
今
繁
茂
し
て
敷
園
の
大
樹
と
な
り
し
と
か
や
。
故
に
四
國
遍
路
の
（
者
）
等

は
皆
杉
の
杖
を
つ
き
竹
杖
を
用
ひ
ず
。
此
庵
の
庭
よ
り
西
を
望
ま
ば
靱
山
雲
間
二
見
え
、
南
を
望
ま
ば
鶴
大
龍
寺
、
黒
瀧
山
等

を
見
る
。
十
丁
斗
下
り
て
ま
た
先
の

添
て
下
る
ニ

の
川
下
二
到
る
。
此
村
人
家
は
少
け
れ
ど
も
、

そ
う
ち
村

半
も
有
と
聞
り
。
是
よ
り
川
を
越
て
又
坂
え
上
り
、
十
丁
斗
に
し
て
庵
寺
有
。
止
宿
す
る
二
よ
ろ
し
。
し
ば
し

お
ほ
く

谷
川
の
雨
岸
二
家
居
す
。
紙
を
多
製
し
麻
を
ま
た
多
く
作
る
。
田
と
云
る
は
少
し
も
な
し
。
芋
、
甘

阿
川
村

藷
の
類
を
多
く
食
二
嘗
て
用
ゆ
。
ま
た
蕎
変
を
多
く
作
る
。
此
邊
り
二
而
泊
る
と
蕎
萎
め
し
と
云
も

の
を
振
舞
り
。
是
は
ま
た
到
而
淡
薄
〔
白
〕
な
る
よ
き
も
の
也
。
其
制
〔
製
〕

蕎
委
を
む
し
而
日
二
干
、
是
を
筵
の
上
二
而
も
む
也
。
左
様
す
る
時
は
殻
飛
而
賓
斗
残
る
也
。
是
を
此
邊
り
二
而
は
蕎
変

米
と
云
也
。
此
蕎
容
米
を
ひ
た
し
水
二
而
炊
ぎ
喫
す
べ
し
。
又
す
ま
し
汁
二
而
用
ゆ
る
時
は
到
而
淡
薄
二
而
よ
ろ
し
き
も

の
也
。
予
は
是
を
夜
分
芋
、
菜
等
を
入
雑
す
い
に
致
し
振
舞
わ
れ
、
其
翌
日
に
は
飯
二
炊
き
て
振
舞
ハ
れ
し
が
、
其
淡
薄

ツ
と
し
て
璽
り
し
も
の
な
し
と
云
偲
ふ
也
。
惣
而
阿
波
、
土
佐
よ
り
伊
豫
宇
和
島
、
大
洲
領
分
丈
は
人
氣
ま
ろ
く
し
て
少
し

も
か
さ
る
少
し
の
盗
賊
の
う
れ
ひ
は
な
し
と
。
松
山
、
西
條
邊
か
讃
岐
へ
か
け
て
は
お
化
遍
路
多
く
し
て
か
A

る
こ
と
は
少
し

此
慮
に
二
本
松
の
茶
屋
と
云
有
。
此
邊
歩
行
渡
り
、
川
多
し
。
凡
此

邊
り
迄
三
り
斗
と
も
思
わ
る
が
、
村
の
上
ニ
―
ツ
の
大
岩
有
。
是
を

入
田
村

（註
18)

と
云
。
遍
路
の
も
の
指
に
而
押
す
二
こ
ろ
／
＼
と
音
し
て
ゆ
る
ぐ
也
。
然
れ
ど
も
敷
園
の
大
石
な
れ
ば
こ
か

し
見
る
と
云
こ
と
は
、
中
々
敷
十
人
の
力
と
て
も
中
々
及
び
が
た
し
。
又
是
よ
り
十
八
丁
程
右
へ
下
れ
ば

ゆ
る
ぎ
岩

一
ノ
宮
奥
院

十
八
丁
程
下
り
て
、
少
し
樹
木
も
少
く
な
り
、
こ
4

に

大
師
偲
詭

奥

院

四
國
遍
路
道
中
維
誌

一
丁
、
二
丁
を
隔
て
一
賦
軒
ヅ
、
有
故
に
、
村
の
長
さ
凡
壼
り

氏
屯
―
T133l，干，り
‘-f

い
げ
川
汗
パ
日
！
！
ー
h,'
，
9
,
¥
i
'
i
t
'ー
'
’
K
五―
q
i
r、
古
ざ
ぷ
耐
，

此
邊
道
の
傍
に
竹
を
立
是
に
わ
ら
ん
じ
を
く
4

り
附
、
錢
の
丸
を
四
ツ
、
五
ッ
位
ヅ
、
書
て

直
段
を
し
ら
し
う
り
置
。
ま
た
重
箱
二
蓬
餅
を
入
道
の
は
た
に
う
り
置
。
昔
し
よ
り
是
を
一

廣
野
村

ニ
蔵
王
櫂
現
を
祭
る
。
ま
た
是
よ
り
五
丁
程
九
折
二
添
て
下
り

云
り
。
水
勢
甚
し
く
幅
廣
し
。

不
動
瀧

と
云
二
到
る
。
高
五
丈
八
尺
と

此
邊
り
の
岩
角
等
へ
三
十
三
ヶ
所
之
観
音
の
像
を
安
置
と
云
有
。
是
よ
り
又
谷
川
づ
た
ひ
彼
入
田

村
の
部
落
二
そ
う
て
行
こ
と
二
り
に
し
て

観
正
寺

し
け
る
。
ま
た
七
丁
是
よ
り
下
り
て
右
奥
院
の
別
嘗
職

名
東
郡
一
ノ
宮
村
二
在
。
従
t

1

十
二
番
五
里
。
又
寺
琥
を
大
日
寺
と
も
云
り
。
本
尊
以

前
は
大
日
如
来
を
安
置
せ
し
よ
し
也
。

十
三
番
大
栗
山
花
蔵
院
一
宮
寺
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十
七
番
阻
揺
院
井

戸
寺

十
六
番
千
手
院
観

音
寺

藍

F.
，
．
_
＇
 

／ 

十
五
番
金
色
院
國

分
寺

y

十
四
番
常
架
寺

詠

四
國
遍
路
道
中
維
誌

巻
之

む
す
べ
ば
む
ね
の
あ
か
〔
闊
伽
〕
や
落
な
ん

お

も

か

げ

を

う

つ

し

て

見

れ

ば

井

戸

の

水

従
二
十
六
番
―
十
八
丁
。
同
郡
井
土
寺
村
二
有
。
故
二
是
を
皆
井
土
寺
と
云
也
。
本
尊
は

十
七
番
瑠
璃
山
明
照
寺
慎
幅
院

聖
徳
太
子
の
開
基
と
も
、
又
行
基
菩
薩
の
開
基
と
も
云
り
。
本
尊
薬
師
如
来
。
御
長
五

尺

。

脇

士

二

四

天

王

を

祭

る

。

何

れ

も

皆

是

又

同

井

井

等

有

。

茶

堂

有

。

止

大

師

堂

鎮

守

正

八

幡

宮

楠

明

神

説

二

而

何

れ

の

作

な

る

か

辮

じ

が

た

し

。

境

内

ニ

ニ

て

宿

す

る

二

よ

ろ

し

。

畑
道
す
こ
し
斗
行
て

門
前
よ
り
右
の
方
へ

村

内

二

茶

有

。

甚

大

社

也

。

何

紳

を

祭

又

茶

店

井

小

店

等

か

う

の

村

明

紳

の

社

井

土

寺

村

店

有

。

又

る

や

ら

ん

。

し

ば

ら

く

行

て

有

。

門

を

入

て

西

方

世

界

蒲

陀

の

浄

土

へ

詠

忘

れ

づ

も

道

引

た

ま

へ

観

音

寺

す

る

二

井

又

等

有

鎮

守

社

大

師

堂

地

蔵

堂

よ

ろ

し

二

也

。

ば

る
て
ん
〔
流
韓
〕
生
死
の
秋
の
紅
葉
葉

詠

う

す

く

こ

く

わ

け

／

＼

色

を

染

ぬ

れ

ば

ヽ

境
内
茶
堂
、
茶
店
有
。
又
門
前
二
而
止
宿
す
る
二
も
よ
し
し
畑
道
少
し
行
、
二
王
門
有
。

翌
十
四
番
入
丁
。
同
郡
園
分
村
二
有
也
し
開
基
は
行
基
菩
薩
。
聖
武
帝
の
詔
を
奉
じ

十
五
番
法
養
山
金
色
院
國
分
寺

て
建
立
し
給
ふ
c

嘗
寺
に
は
昔
紺
紙
金
泥
の
大
般
若
純
在
し
と
C

今
は
其
い
さ
4

か
を

存
す
る
よ
し
。
本
尊
薬
師
如
来
c

御

井

井

等

有

c

又
鎮
守

大

師

堂

烏

悲

沙

摩

明

王

堂

地

蔵

堂
に

の

小

祠

も

有

，

長
壺
尺
五
寸
の
坐
像
な
り
C

境

内

ニ

ニ

，ローけ

"
H
Hいじぃぃ・パ：
5
t
r
:
'
t
上ーバー，

9＇

LI‘‘
岳
E9色「
lu-L.
一0

目―

1'，1
i
n浪
浅
ぬ
n
N内
サ
い
が
h
勺

茶
堂
井
二
門
前
に
茶
店
等
有
て
止
宿
す
る
二
よ
ろ
し
。
惣
而
此
邊
り
皆
畑
道
二
而
道
よ
ろ
し
。
農
家
多
く
藍
を
作
り
諸
國
ニ

出
す
。
又
村
々
二
も
是
を
製
す
る
故
二
大
な
る
富
家
有
。
然
し
其
大
な
る
も
の
は
致
而
富
る
よ
し
な
れ
ど
も
、
其
下
百
姓
は
又

致
而
貧
し
く
、
暮
し
い
た
し
に
く
き
よ
し
二
聞
侍
り
け
り
。
し
ば
ら
く
行
て
茶
店
有
C

二
王
門
を
過
て

従
1

一
十
五
番
一
八
丁
。
同
郡
か
ん
お
ん
じ
村
な
り
。
本
尊
千
手
か
ん
お
ん
。
御
長
六
尺
゜

十
六
番
光
耀
山
千
手
院
観
音
寺

弘
法
大
師
の
御
作
也
。
脇
士
不
動
、
毘
沙
門
二
士
を
安
置
す
。
境
内
二
茶
堂
有
。
止
宿

詠

常

楽

の

岸

に

は

い

つ

か

い

た

ら

ま

し

（註

19)

ぐ
ぜ
ゐ
〔
弘
誓
〕
の
船
に
の
り
お
く
れ
ね
ば

井

等

有
大
師
爪
形
地
蔵

ニ

り

。
（

原

ア

キ

）

井

等

有

。

又

茶

堂

、

店

屋

等

有

て

門

本
社
「
ー
~
本
地
堂
大
師
堂

ニ

前

二

而

止

宿

セ

る

二

よ

ろ

し

。

境
内
を
打
ぬ
け
し
、
下
り
て
す
こ
し
行
、
川
有
。
越
て
畑
道
を
行
、
二
王
門
を
入

``
 

・, 

1
,
9
.
I
~
J
~
~

ヽ
↓
~
~
ィ

r

〔
置
〕
す
。
弘
法
大
師
の
作
也
と
。
別
嘗
は
花
蔵
院
二
而
、
祉
家
は
笠
原
丹
後
と
云
て
別
二
在
る
也
。
境
内
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孔
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，
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＇
~

懇

一

ノ

宣

十

五

丁

。

同

郡

常

楽

寺

村

也

。

本

尊

禰

井

井

太

師

堂

鎮

守

八

幡

祉

愛

染

堂

十
四
番
盛
壽
山
常
楽
寺

勒

菩

薩

。

弘

法

大

師

之

御

作

也

。

坐

像

八

寸

也

と

°

ニ

ニ

か

け

て

た

の

む

も

後

の

世

の

為

詠

阿

波

の

國

ノ

宮

と

は

ゆ

う

だ

す

き
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立
江
町

大
師
偲
説

十
八
番
恩
山
寺

瀑
布

持
明
院

徳
島

四
國
遍
路
道
中
雑
誌
巻
之

有
。
此
中
二
辮
天
の
小
祠
有
。
少
し
行
て

207 

ま
た
堂
の
う
し
ろ

坂
道
三
丁
を
上
り
て

と
云
も
の
有
。
倫
伽
、
武
守
、
秋
葉
の
三
祉
を
祭
る
。
ま
た
境
内
之
茶
堂
井
二
茶
店
有
。

奥

院

止
宿
す
る
二
よ
ろ
し
。
是
よ
り
立
江
寺
に
打
ぬ
け
に
て
坂
道
壼
丁
斗
を
下
り
て
道
傍
ニ

と
云
も
の
有
。
大
師
一
夜
二
木
の
中
二
地
蔵
像
を

木
の
地
蔵

剛
〔
彫
〕
給
ひ
し
と
。
ま
た
其
よ
り
戴
丁
斗
を
行
て

御
誕
生
之
御
影
を
施
し
二
出
す
。
寺
内
二
池

も
池
有
。
風
景
よ
ろ
し
。

と
云
有
。
本
尊
は
地
尊
〔
蔵
〕
菩
薩
井
二
金

紫
雲
山
繹
迦
庵

泥
大
曼
多
羅
を
安
置
し
、
此
庵
よ
り
大
師

此
下
二
少
し
の
藪
有
。
其
中
二
大
師
之
縮
〔
襟
〕
縮
少

つ

か

ま

き

坂

立

江

町

〔
懇
を
納
め
し
と
云
虞
有
。
畑
道
お
十
丁
斗
越
て
し

の
町
也
。
茶
店
、
商
戸
有
。
則
立
江
寺
の
門
前
な
る
故
に
立
江
町
の
名
を
冠
ら
し
む
。
二
王
門
を
入
て
茶
堂
有
。
平
地
な
れ
ど

と
ぶ
ら
ひ
が
た
き
事
ハ
あ
ら
じ
な

朽

詠

開
山
行
甚
菩
薩
゜

四
十
一
歳
の
御
時
母
公
御
梯
〔
剃
〕

す
こ
し

行
而

屋
村

Y
:三
i
w
.＿-
f
-
a
-
9
-
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i
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江
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号
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-
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-
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―
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ー
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§
!
i
ー
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刈
§
‘
―
―
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-
•
―
●
●

,
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1
1
，
・i9、恥
＇

別
営
春
日
寺
。

春
日
の
祉

又
少
し
行
て

扱
打
ぬ
け
二
（
マ
、
）
船
渡
し
又
渇
水
の
時
は
橋
二
な
る
な
り
。
越
而
す
ぐ
二
町
家
ニ

あ
ひ
く
川

し

ば

ら

く

行

而

か

4

る
な
り
。
井
土
寺
よ
り
此
町
の
入
口
迄
廿
五
丁
と
云
り
。

北
の
入
口
よ
り
南
の
出
ロ
二
致
〔
到
〕
る
五
十
餘
町
甍
を
な
ら
べ
、
助
任
、
常
三
し
ま
、
住
吉
島
、
蘊
島
、
阿
た
け
、
寺
町
等

は
別
而
船
着
之
地
二
而
、
諸
國
の
廻
船
常
二
環
を
つ
な
ぎ
、
ま
た
南
の
は
し
二
到
る
冨
田
、
オ
田
、
津
田
の
漁
浦
二
は
小
船
ニ

悼
さ
し
、
四
時
絶
る
間
な
く
漁
狐
を
業
と
し
て
其
繁
昌
中
々
筆
紙
二
盪
さ
る
べ
き
こ
と
二
も
あ
ら
ず
。
ま
た
城
下
内
寺
祉
多
し

と
い
へ
る
も
の
有
。
賃
言
古
議
〔
義
〕
に
し
て
本
尊
薬
師
如
来
。

て
綸
馬
殿
、
天
誹
の
宮
。
又
石
階
敷
級
を
上
り
右
二
上
る
こ
と
半
町
斗
に
し
て
大
塔
有
。
是
に
は
則
五
智
の
如
来
を
安
置
す
。

少
し
西
二
廻
れ
ば
庵
有
。
此
虞
よ
り
東
を
望
め
ば
眼
下
二
ニ
十
四
ヶ
寺
之
寺
を
眺
、
城
内
を
一
望
し
、
，
沖
の
洲
は
海
原
二
さ
し

出
、
冨
田
二
は
漁
舟
常
に
棒
さ
し
、
オ
田
二
は
蓋
燒
姻
雲
二
な
び
き
、
淡
路
、
紀
伊
の
國
は
手
二
と
る
斗
ニ
ミ
え
、
其
眺
望
い

わ
ん
か
た
な
し
。

や
す
み

せ
給
ひ
し
。
休
亭
是
よ
り
一
ツ
の
瀑
布
を
眺
む
二
敷
但
の
岩
壁
ニ
―
道
の
瀧
有
。
其
瀧
の
上
と
下
二
橋
有
。

・-‘'：' 

・
』•
9••• 
,，

'̀9, 

も
Kr"

＇．；・＇

一
ツ
の
橋
を
渡
り
て
八
祖
堂
井
に
三
十
三
ヶ
所
観
世
音
堂
。
行
者
堂
。
祇
園
の
社
は
森
陰
た
る
樹
の
中
二
立

に
よ
ろ
し
。
如
何
二
も
か
4

る
繁
華
の
地
二
か
4

る
名
瀑
の
あ
る
こ
と
不
思
儀
〔
議
〕
と
や
い
わ
ん
。

勝
浦
郡
田
野
村
二
有
。

十
八
番
養
母
山
恩
山
寺

の
座
像
。
行
基
菩
薩
の
御
作
也
。

子

を

う

め

る

そ

の

父

母

の

恩

山

寺

上
下
よ
り
眺
む

下
り
て
南
二
少
し
行
ば

等

有

。

何

れ

も

美

々

敷

荘

厳

な

り

。

扱

城

下

越

て

板

ば

金

毘

羅

の

社

せ

ミ

が

は

な

二

軒

を

行

ぬ

け

畑

道

を

行

こ

と

し

ば

ら

く

に

し

て

し

を

渡

り

又

し

ば

越

畑

道

田

道

を

し

井

又

す

こ

し

つ

め

た

川

法

花

川

西

塔

村

ゑ

た

村

し

ほ

村

田

野

村

し

行

て

而

ば

ら

く

行

て

而

ゆ

き

て

（原文抹消）

ニ
致
る
。
茶
店
有
。
止
宿
す
る
二
よ
ろ
し
。
村
内
よ
り
八
丁
の
す
こ
し
の
坂
を
上
り
て
大
門
。
従
二
十
七
番
ー
五
り
。

聖
武
帝
の
勅
二
よ
り
て
造
立
し
給
ふ
。
本
尊
は
薬
師

其
後
大
師
再
興
し
給
ひ
、

と
云
も

．．
 

井

等

有

也

。

又

大
師
加
持
泉

ふ

。

其

髪

を

蒲

勒

堂

の

又

禰

勒

堂

大

師

堂

龍

燈

の

松

髪
し
給

下

二

納

め

給

ふ

よ

し

。

境

内

ニ

ニ

山

の

崖

に

の

有

。

大
瀧
山
持
明
院

正
面
は
本
堂
。
右
の
方
方
丈
、
庫
裏
甍
を
な
ら
べ
、
鐘
棲
、
太
子
堂
、
八
幡
祉
、
戎
祉
。
石
階
を
上
り

と
い
へ
ど
も
、
別
而
其
勝
景
と
す
べ
き
も
の
は
寺
町

城
主
蜂
須
賀
阿
波
守
様
御
居
城
二
而
其
原

徳

島

（
原
文
ア
キ
）

四
國
遍
路
道
中
雑
誌

弘
法
大
師
の
御
作
也
。
二
王
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大
師
の
投
卒
塔
婆

屈
中
天
井
の
十
―
―
―

佛 祠
定

鶴
山
奥
院

泄
頂
ヶ
澗

御
来
迎
の
龍 I ! 

大
師
偲
説

星
谷
村
の
窟

千
丁
あ
ぜ

拳
正
寺

池
博
脱

四
國
の
御
開
所

十
九
番
立
江
寺

四
國
遍
路
道
中
維
誌

巻
之

は
敷
々
の
佛
菩
薩
を
剛
〔
彫
〕
有
。
皆
大
師
自
作
の
よ
し
。

209 

又
此
傍
人
の
中
に
行
べ
き
に
あ
ら
ざ
る
鹿
二
、
壼
丈
斗
の
卒
都
婆
壼

向

中

二

大

師

の

像

を

雛

天

祉

籠

堂
て

安

置

す

る

也

。

少

し

上

又

戴

丁

斗

の

井

井

大

師

堂

大

杉

観

音

堂

地

蔵

尊

り

て

ぼ

り

て

行

び

て

墜
恩
山
寺
午
九
丁
。
勝
浦
郡
也
。
本
尊
地
蔵
菩
薩
。
御
長
壼
寸
八
分
の
像
を
感
得
し

十
九
番
橋
池
山
地
蔵
院
立
江
寺

給
ひ
、
則
今
の
六
尺
の
御
像
を
作
り
其
旨
〔
胸
〕
の
内
二
納
め
給
ひ
し
よ
し
也
。
境
内
ニ

云
も
の
有
。

石
の
八
ツ
橋
と
有
。
土
俗
言
薄
ふ
。
此
池
二
白
鷺
い
て
、
心
ざ
し
あ
し
き
も
の
束
る
時
は
追
ふ
よ
し
。
故
二
此
寺
を
四
國

池

の
御
関
所
な
り
と
云
侮
ふ
。
ま
た
堂
内
に
女
の
髪
の
毛
が
鍔
〔
鰐
〕
口
の
緒
に
ま
き
つ
き
た
る
圏
等
を
懸
た

り

。

其

餘

さ

ま

人

＼

の

不

思

井

等

有

り

。

尤

本

坊

も

よ

大

師

堂

鎮

守

熊

野

櫂

現

に

ほ

ど

の

大

地

〔

寺

〕

也

。

畑
多
く
田
少
し
。
ま
た
村
の
こ
A

そ
こ
に
松
林

中
ノ
庄

多
く
、
う
ら
の
方
は
濱
邊
な
り
。
甘
藷
井
砂
糖
、

藍
を
作
立
江
寺
之
奥
の
院
と
稲
す
る
も
の
也
。
本
尊
は
、
鹿
中
二
大
師
一
夜
二
作
り
給
ふ
如
意
輪
か
ん
お

賓
珠
山
拳
正
寺

ん
の
像
也
。
小
寺
有
。
道
心
者
住
居
す
。
奥
の
院
よ
り
十
五
六
丁
も
西
南
の
方
に
出
る
と
遍
路
街

此
邊
り
皆
田
畑
入
接
り
。
農
家
隧
分
と
め
る
よ
し
見
ゆ
。
又
道
よ
り
三
十
丁

く
し
ぶ
ち
村

斗
左
り
之
方
二
、
千
丁
あ
ぜ
と
て
名
高
き
廣
田
有
。
越
て
岩
脇
村
二
到
る
。

是
へ
廻
る
時
は
賦
十
町
斗
の
廻
り
な
る
よ
し
。
山
道
甚
な
ん
し
よ
に
し
て
瞼
路
也
と

云
り
。
又
寺
二
大
師
加
持
し
給
ふ
星
石
と
云
有
。
又
是
よ
り
戴
十
丁
斗
西
へ
出
て

れ
ば
一
ツ
の
瀑
布
有
。
其
水
清
冷
に
し
て
箪
に
つ
く
し
が
た
し
。
其
岩
面

し
二
而
、

と
云
有
。
営
村
二
三
間
二
四

星
谷
村

間
位
の
窟
有
u

中
二
入
て
見

と
云
有
。
此
臨
に
而
大
師
順
行
の
時
野

坂
本
村

宿
し
給
ひ
し
二
、
霜
ふ
か
く
ふ
り
し
よ

か
A

る
程
霜
あ
っ
く
ふ
り
て
は
百
姓
も
な
ん
儀
を
す
べ
し
と
て
加
持
し
給
ひ
し
と
て
、
此
村
二
は
霜
ふ
ら
ず
。
是
よ

巾
凡
六
尺
斗
。
長
五
丈
餘
と
思
わ
る
。
敷
丈
の
崖
に
懸
り
た
り
。
此
瀧
へ
朝
四
ッ
過
睛
た
る
時
二
日
光
の
映
ず

灌
頂
ヶ
瀧

る
を
、
水
姻
も
ゆ
る
が
ご
と
く
見
ゆ
る
故
不
動
尊
の
像
現
ず
る
等
申
偉
ふ
3

又
是
を
御
束
迎
の
瀧
と
も
云
り
。

谷

を

へ

だ

て

拝

す

る

故

二

瀑

拝

所

二

有

。

是

よ

り

少

し

坂

を

の

ぼ

り

て

と

稲

し

は

ゞ

不

動

堂

鶴

山

奥

院

布

の

巾

分

明

二

し

が

た

し

。

橋

有

。

越

て

ま

た

九

折

八

丁

を

の

ぼ

り

け

る

。

本
尊
は
大
師
自
作
の
十
一
面
か
ん
お
ん
の

慈
眼
寺

像
有
。
行
暮
候
節
は
止
宿
を
ゆ
る
す
。

扱
是
よ
り
祠
定
を
す
る
二
は
、
慈
眼
寺
二
而
白
き
帷
子
を
借
用
し
、
案
内
を
乞
松
あ
か
し
を
用
て
入
る
こ
と
也
し
ギ
霊
人
前
松

ま

つ
明
火
代
五
十
五
文
ヅ
、
を
出
す
。
先
下
の
方
二
十
一
の
階
子
を
上
り
て
口
巾
三
尺
位
の
岩
窟
有
。
是
二
入
行
こ
と
敷
歩
、
内
ニ

丈
有
。
是
を
大
師
の
投
卒
塔
婆
と
云
え
り
。
又
此
内
ニ
―
條
の
川
有
。
是
を
渡
り
行
と
大
な
る
十
三
佛
の
像
鹿
中
の
天
井
に
切

是
よ
り
川
の
あ
な
た
を
望
む

行
て

｀
~
ー
カ
っ
ら

JI
く
行
て

を
越
て

十
八
丁
上
り
て

少
し

し
ば
ら

少
し
坂

典

川

内

村

坂

本

村

ら
く
行
て

ま
た
し
ば

此
村
よ
り
九
折
を

き
わ
だ
村

向
の
方
―

庵

寺

休
所
有
。

の
坂
道
を
行
な
り
。
ま
た
是
よ
り

村
な
が
し
。

此
村
よ
り
灌
頂
が
瀧
へ
六
十
五
丁
゜

り
鶴
林
へ
直
に
の
ぼ
る
に
は
十
八
丁

の
方
へ
山
に
添
て
行
時

右

は
し
ば
ら
く
に
し
て

谷
川
の
雨
岸
二
有
る
也
。

横
瀬
村

村
家
ま
ば
ら
に
し
て

-.efに、

feL’

、9
千．．
．．
 
9
y
.
t
i
[
i
、.

、
”
,
1
t
i
l
1
3屈
‘tも
9¢’”

皆
白
石
に
し
て
鶴
の
奥
院
の
岩
の
様
な
る
も
の
な
り
。
ま
た
半
り
斗
上

出
る
道

と
い
へ
る
寺
有
。

星

寺

取
星
寺
と
云
也
。

れ
り
。

よ
り
道
を
左
り
二
と
り
て
畑
道
を
濱
邊
の
方
に
十
九
丁
程
行
て

ま
た
是
よ
り
鶴
山
へ
は
門
前
の
直
道
を
行
二
よ
ろ
し
。
余
は
是

ぐ

ぜ

い

の

船

に

の

り

て

い

た

ら

ん

詠

い

つ

か

さ

て

西

の

す

ま

い

の

わ

が

た

ち

江

儀
〔
議
〕
を
か
た
り
け
る
也
。

四
國
遍
路
道
中
雑
誌
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Owner
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菊
山
北
の
舎
心

海
内
無
双
の
振
場

（
原
頭
註
）

詠し
け
り
つ
る
鶴
の

林
を
し
る
べ
に
て

大
師
ぞ
い
ま
す
地

蔵
帝
繹
蒻
訳
配
翌
磯

勅
願
所
也
と
云
偲

•O ふ其
言
縁
起
中
二
中

興
近
江
の
國
の
も

山あたと云傍や寺道是に見り二寺到血猪る人の
なふえくも二゜二心よ矢れ其入のりしをがと此
るぐて法の撒今住をり常ば厨た大見ほ射‘な過
らや同の有人ニセ焚其り本子り口れにけ有りり
裳ん鶯じ道゜の王しし先居辱を゜のばしるるてに
房 の名を 塚門とてはたの開其厨‘た二時住而
ミにつ とのか此大り旨きよ子此ひ其 ‘lt撒

廿
一
番
大
龍
寺

廿
番
鶴
林
寺

大
師
傭
説

四
國
遍
路
道
中
雑
誌

巻
之

此
虞
よ
り
又
九
折
八
丁
を

そ
う
輪
塔

上
り
て
岩
窟
有
。
井
て

が
り
よ
う
さ
ん

虞
二
致
る
と
奥
院
、
黒
瀧
山
も
見
え
、
伽
榜
山
等
も
見
ゆ
る
よ
し
也
。
扱
余
は
行
こ
と
を
得
ざ
り
し
が
、
是
よ
り
八
里
奥
に
奥

た
堂
の
傍
よ
り
う
し
ろ
の
か
た

見
の
も
の
行
と
き
は
祟
有
と
。
ま

禰

山

付
有
る
也
。
其
さ
ま
中
々
人
力
の
及
ぶ
慮
二
あ
ら
ず
。
余
此
慮
二
而
其
内
の
ひ
ろ
さ
を
歩
ミ
見
る
に
、
凡
七
間
二
六
間
位
も
あ

る
様
に
覺
え
け
り
。
此
川
水
は
何
く
二
落
行
や
ら
ん
と
案
内
之
も
の
二
聞
し
か
ば
、
皆
灌
頂
が
瀧
に
致
〔
到
〕
る
よ
し
申
け
り
。

其

よ

り

又

蹄

り

ふ

か

さ

を

歩

ミ

た

れ

ば

、

凡

奥

よ

り

又

此

傍

よ

り

十

六

の

階

子

を

上

り

の

堂

有

。

役

行

者

堂

蔵

王

櫂

現

口

迄

三

十

丈

位

と

思

わ

れ

た

り

。

出

て

又

口

の

傍

二

行

て

六

尺

面

位

の

岩

屈

有

。

是

二

此

邊

り

之

岩
を
見
る
二
皆
石
鐘
乳
に
而
白
し
。
賀
二
海
内
無
双
の
霊
場
と
も
云
つ
べ
し
。
扱
其
よ
り
又
元
の
道
六
十
五
丁
を
う
ち
も
ど
り

道
の
左
右
皆
杉
、
檜
、
陰
森
た
り
。
少
し
の

る
。
少
し
上
り
出
茶
屋
。
茶
堂
し

地
蔵
尊
を
安
有
。
奥
院
よ
り
の
道
と
立
江
寺
よ
り
之
道

六

角

堂

追

分

置
す
る
也
。
と
此
慮
而
出
合
也
。
余
は
横
瀬
村
二
荷
物

翌
立
江
寺
ニ
―
―
り
と
山
道
十
八
丁
。
本
尊
地
蔵
菩
薩
゜
嘗
寺
始
は
大
師
此
地
二
至
り

廿
番
霊
鷲
山
賓
珠
〔
樹
〕
院
鶴
林
寺

給
ふ
時
樹
の
上
二
鶴
有
3

翅
の
下
よ
り
光
明
現
ぜ
し
二
よ
り
て
大
師
其
鶴
を
と
く
と

御
覧
じ
け
る
二
金
色
の
地
蔵
尊
な
り
。
故
二
そ
の
木
を
切
て
彼
金
の
地
蔵
の
小
像
を
旨
〔
胸
〕
二
納
め
、
三
尺
の
像
を
剛
〔
彫
〕
ミ
、

伽

藍

を

建

立

し

て

永

く

衆

生

を

演

度

し

上

井

少

し

南

井

石

階

を

多

賓

塔

鎮

守

耽

鶴

宮

癖

天

祉

大

師

堂

賽

庫

ー

た

ま

ひ

し

と

か

や

。

本

尊

左

り

の

方

に

二

て

二

営

て

下

り

大
師
順
行
の
時
之
遺
物
を
納
る
よ
し
。
是
よ
り
大
龍
寺
へ
打
ぬ
け
二
行
二
、
道
の
傍
二
本
坊
井
て
石
賓
院
、
愛
染
院
、
賓
積
院

村
と
い
へ
ど
も
其
邊
り
二
家
は
綾
よ
り
な
し
。

大
井
村

そ
こ
に
散
在
セ
り
。

ニ

四

五

軒

も

人

家

在

る

よ

し

井

有

。

地

蔵

堂

制

札

也

。

扱

坂

道

五

十

丁

を

上

り

て

て

上

ニ

皆
谷
合
こ
A

213 

よ
り
八
ッ
過
迄
参
詣
を
ゆ
る
す
也
。
此

と
も
云
り
。
永
代
無
錢
渡
し
也
。
上
り
て
岩
の
傍
二
小
堂
を
立
侍
た
り
。
大
師
の
像
を
安
置
す
。
又
是
よ
り
し
て
杉
檜
の
多
き

中
、
坂
道
を
上
る
な
り
。
此
間
鶴
よ
り
大
龍
寺
迄
一
り
半
と
い
へ
ど
も
、
加
茂
村
二
か
4

る
時
は
二
り
も
有
と
。
若
杉
村
と
云

入
て
此
慮
よ
り
北
の
舎
心
と
云
二
致
〔
到
〕
る
。
七
ツ

二
王
門

さ
が
り
に
は
参
詣
を
ゆ
る
さ
ず
。
五
六
歩
に
し
て

中
門
を
入
て
方
丈
、
庫
裏
、
豪
所
桓
武
帝
よ
り
淳
化
〔
和
〕
亭
〔
帝
〕
御
代
石
階
を
上
り
納
紐
所
、

賓

庫

鐘

棲

美
々
敷
立
た
り
●
小
門
を
又
入
て
の
輪
〔
綸
〕
旨
皆
是
二
納
む
。
井
て
茶
堂
。
茶
店
有
。
又
傍
ニ

荒
紳
祉

石

階

少

し

井

井

上

井

此

傍

二

敷

丈

の

大

岩

岩

三

尊

多

賓

塔

地

蔵

堂

十

王

堂

大

師

堂

中

興

開

山

堂

多

聞

天

上

り

て

て

び

二

て

有

3

此
上
二
小
祉
有
。

那
加
郡
な
り
。
従
ー
ー
鶴
林
寺
一
壼
り
半
也
。
本
尊
虚
空
地
〔
蔵
〕
菩
薩
。
大
師
の
作
也
し
此

廿

一

番

舎

心

山

常

住

院

大

龍

寺

（

註

20)

寺
は
大
師
少
年
之
時
霙
を
感
じ
求
聞
持
を
修
し
給
ひ
し
と
。
其
霊
像
は
大
師
自
ら
三
敦

し

き
指
蹄
等
二
（
書
）
給
え
り
。
往
末
よ
り
北
の
舎
心
へ
五
丁
。
南
の
舎
心
は
往
束
よ
り
綾
賦
十
歩
斗
な
れ
ど
も
、
何
れ
も
霰
有
て
邪

下

井

井
龍

紳

祉

癖

天

社

ニ

て

て

村
を
出
て
少
し
行
て
川
有
。

船
渡
し

と
云
り
。
又
鶴
大
龍
寺
の
間
二
在
る
故

鶴
瀬
川

J
t
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等
、
又
是
よ
り
森
々
た
る
杉
む
ら
を
下
る
こ
と
十
八
丁
に
し
て

を

置

末

り

し

故

本

街

道

も

ど

り

上

井

井

石

階

上

地

蔵

堂

十

王

堂

護

摩

堂

て

て

り

て

井

井

上

三

賓

荒

紳

熊

野

三

祉

二

王

門

て

て

ニ

と
十
八
丁
に
し
て

て
横
瀬
村
二
末
り
、
是
よ
り
坂
道
を
の
ぼ
る
。

を
渡
り
て
の
ぼ
る
こ

ヽ

ー
4
"ハ

四
國
遍
路
道
中
維
誌

と
云
二
至
る
。
女
人
を
禁
じ
又
四
ッ
時

一
中
川
と
も
云
り
。
又
那
加
郡
に
有
故

9
,
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原
頭
註
）

日
和
佐
浦
ニ

口
り
ま
た
岩
と
云

も
の
有
。

□二
少

請
歪
腎
印
麟

□二
し
ま
井
二

□

波
の
小
島
等
有
。

逆
瀬
川

大
師
偲
説

大
師
個
説

月
夜
村

三
日
月
庵

：
~
ヽ
｀

‘
9
~

',． 

廿
二
番
平
等
寺

龍
の
崩
庵

大
師
陣
説

南
の
舎
心

大
師
偲
説

四
國
遍
路
道
中
雑
誌

巻
之

院
、
黒
瀧
山
と
云
も
の
有
よ
し
。
大
な
る
岩
崖
な
り
と
聞
り
。
又
此
邊
り
之
土
人
二
聞
に
そ
し
て
此
邊
の
山
中
二
は
岩
窟
多
き

と
云
り
。
扱
是
よ
り
下
り
堂
の
左
り
ニ

よ

し

鳴

皆

慈

眼

寺

の

鹿

に

似

て

白

石

也

下

り

道

の

左

右

二

寺

院

大

師

の

加

持

水

大

師

此

蒲

鎮

守

社

加

持

水

杖

杉

三

ヶ

寺

。

石

階

を

過

て

也

と

。

井

て

山

に

登

り

給
ひ
し
杖
也
と
。

小
橋
を
越
て
行
也
3

女
人
を
禁
ず
る
よ

南
の
舎
心

五
六
十
歩
に
し
て
し
。
小
堂
有
。
何
を
安
置
す
る
や
ら
ん
。

大
龍
の
常
に
住
け
る
げ
る
〔
に
〕
岩
屋

扱
是
よ
り
坂
を
下
り
て
左
右
二
分
れ
道
有
。
右
の
方
直
道
3

左
り
え
行
ば
九
折
少
し
下
り
て

217 

本
尊
大
師
の
尊
像
井
不
動
尊
を
安
置
す
，
流
れ
二
臨
ミ
て
物
凄
じ
き
庵
也
。
又
庵
の
前
な
る
山
二
大
な
る
崖
有
。

龍
の
崖
庵

む
か
し
此
虞
二
大
蛇
住
し
と
云
偉
ふ
。
然
る
を
大
師
此
山
開
き
給
ふ
時
二
敦
化
し
給
ひ
し
と
。
十
二
文
ヅ
ツ
に

而
案
内
を
す
る
也
。
松
明
を
用
て
入
る
也
3

是

ま

た

七

ツ

下

れ

ば

人

を

入

る

こ

し

ば

し

此

慮

に

而

本

山

口

村

．

あ

せ

び

村

行

て

’

道

と

出

合

也

。

此
邊
二
束
り
少
し
田
畑
も
有
3

道
よ
ろ
し
。
少
し
過
て

越
て
し
ば
ら
く
那
加
郡
な
り
。
民
家
多
し
。
茶
店
有
。

ぉ
4

ね

坂

あ

ら

た

村

畑

道

を

行

て

止

宿

す

る

二

よ

ろ

し

。

二

王

門

有

。

同
村
二
有
。
大
龍
寺
よ
り
本
道
三
り
。
龍
の
窟
二
か
4

れ
ば
道
あ
し
け
れ
ど
も
賦
り
半

廿
二
番
白
水
山
骰
王
院
平
等
寺

と
云
り
。
本
尊
薬
師
如
束
。
坐
像
。
御
丈
二
尺
C

大
師
の
自
作
也
。
堂
の
前
二
茶
堂
有
。

又

の

井

と

云

も

又

傍

有

3

又

此

寺

の

奥

の

院

と

云

も

の

此

村

と

云

も

の

有

よ

し

白

水

大

師

堂

不

動

堂

,

ゆ

る

ぎ

石

の

有

。

井

て

に

の

う

し

ろ

の

山

凡

壼

り

斗

も

上

り

て

聞

り

。

然

れ

ど

も

扱
是
村
を
出
有
。
歩
行
渡
り
。
越
て
こ
4

そ

こ

と

云

り

。

農

家

こ

4

か

し

従

二

札

所

二

り

と

い

川

月

夜

村

三

日

月

庵

て

戴

三

丁

行

に

民

家

有

。

凡

賦

十

丁

斗

も

行

て

こ

二

落

々

と

散

在

す

。

へ

り

。

本

尊

薬

師

如

束
井
二
大
師
の
尊
像
を
安
置
す
る
な
り
。
止
宿
セ
る
二
よ
し
。
弘
仁
二
年
卯
八
月
三
日
之
夜
大
師
此
邊
り
を
遍
路
ま
し
ま
し
け

る
二
、
人
家
絶
一
宿
の
や
ど
も
な
か
り
し
か
ば
、
此
所
の
石
の
上
二
座
し
一
夜
を
明
さ
ん
と
し
給
ひ
し
が
、
西
の
方
二
三
日
の

夜
の
月
耀
々
と
し
た
り
し
か
ば
、
手
水
を
つ
か
ひ
給
ハ
ん
と
こ
4

そ
こ
を
見
給
ふ
二
水
無
り
し
か
ば
、
杖
に
而
路
上
を
穿
ち
給

ふ
に
清
水
涌
出
た
り
。
賓
二
不
思
議
に
思
召
自
ら
其
慮
を
し
ば
し
堀
給
ひ
し
か
ば
、
水
二
光
り
有
故
不
思
議
二
思
召
其
水
底
を

見
給
ふ
ニ
―
ツ
の
石
有
。
右
の
石
に
而
薬
師
の
像
を
剛
〔
彫
〕
ま
ん
と
し
給
ふ
二
、
早
三
日
月
は
西
山
二
落
給
ハ
ん
と
し
給
ふ
二
、

故
大
師
西
二
向
ひ
今
し
ば
し
と
祈
り
給
ひ
し
か
ば
再
度
又
上
二
澄
上
り
給
ひ
し
と
。
其
二
よ
り
て
剛
〔
彫
〕
給
ひ
此
虞
ニ
―
庵
を

建
て
納
め
給
ひ
、
此
慮
を
月
夜
村
と
琥
給
ひ
し
と
か
や
。
庵
の
前
二
座
膊
石
井
二
大
杉
等
有
。
少
し
行
て
茶
屋
壼
軒
有
。
是
よ
り

と
が
り

越
て
少
歩
行
渡
り
也
。
此
川
二
蛯
多
し
。
此
貝
昔
し
は
尖
多
く
し
て
歩
行
の
足
の
ひ
〔
う
〕
ら
を
い
た

鉦

う

ち

坂

さ

か

せ

川

し
行
め
し
か
ば
、
大
師
加
持
し
給
ひ
し
二
よ
り
、
今
の
渡
り
場
上
下
二
丁
斗
の
間
二
住
る
蜻
に
は

尖

な

り

〔

し

]

°

其

上

下

は

皆

尖

有

て

歩

行

越

て

ま

た

有

。

上

下

凡

十

四

又

村

を

出

て

小

野

村

坂

た

い

村

渡

り

が

た

し

と

云

侮

ふ

。

越

て

少

し

行

て

少

し

行

五

丁

斗

也

。

過

て

し

ば

し

行

て

上

下

凡

半

り

上

下

凡

十

少

し

斗

越

て

谷

川

二

そ

有

。

渡

坂

お

う

坂

ひ

わ

さ

た

い

村

お

た

坂

く

だ

り

川

北

か

わ

斗

越

て

ま

た

丁

斗

下

り

行

て

ひ

し

ば

し

行

り

て

詠

あ
ら
た
の
も
し
き
佛
と
ぞ
見
る

平
等
に
へ
だ
て
の
無
と
聞
時
は

我
も
行
ず
と
も
ど
り
け
る
。
道
甚
な
ん
所
な
る
よ
し
二
云
侮
ふ
。

と
を
禁
ず
。
又
此
上
な
る
坂
よ
り
右
二
行
時
は
本
道
道
よ
ろ
し
。
し
ば
し
行

し
や
し
ん
も
ん
じ
ゅ
は
守
護
の
為
也

詠

四
國
遍
路
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中
雑
誌

, I 

と
ま
こ
え

C

’

 

~
；
．
＇
ー
~

9

9

 

216 

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示

Owner
ハイライト表示



9, 

.
,
 --＼『iー
，
7
9
i
J
9
,
9
,
i
.
t
:
:
1

ー

1

四
國
遁
路
道
中
雑
誌
巻
之

/―¥ヘ

// 
//  

胃
\~ 

一
//--/ 

2
 
19 

// 
, / 

／ 
.../' 
/ 

/,/／ 

ぃ．i蜆ギ．、
•ジ・ 1/'.,:--.,-: 

／ ・・ぶ・
→とヽ•

/ 
•9//2 

¥
 

！
 

~
、1
,
~
~
~
9
9
1
~
,
'
9
1
9
~
ァ
＇

7
，
ヽ
·
’

~'‘:~~~9:‘,9'‘’ 

，＇ 

~
ヽ
~
、
1
,
~
~

E
 

99 

’
~
9
,
~
i
-
,
9

―
い
い

9
,
＇
，
'
,
＇
，

1

9,1,~ 

919,I,＇‘ 

,．
i',
．．曹

t
:，

t'"
ー
バ
，

し

:.・: 

景 卓 寺竜 ＊ 

星

四
國
遍
路
道
中
維
誌

213 



-こ！

番
所
二
切
手
を
納

る 偲
説
闘
通
寺

（
原
頭
註
）

古
城
跡
有
、
長
曾

我
部
元
親
日
野
中

三
郎
左
門
尉
住

厄
除
寺

（
原
頭
註
）

万
葉
集

百
偲
の
は
ま
の
う

ら
は
を
こ
ぎ
く
れ

ば
阿
波
の
小
じ
ま

は
見
れ
ど
あ
か
ぬ

か

も

人

麿

二
十
三
番
薬
王
寺

（
原
頭
註
）

汐
ひ
れ
／
玉
も
か

り
つ
4
紳
代
よ
り

し
か
も
た
ふ
と
き

た
ま
つ
し
ま
山赤
人

巻
之

鈴
峯
山
圏
通
寺

三
年
の
比
櫛
川
村
の
狐
人
獅
子
の
ぬ
た
ま
ち
せ
し
二
、

井
び
て
少
し
行
。
名
産
海
千
軒
の
湊
也
。
漁
浦
に
し
て
譴
分
繁
華
也
。
商
戸
有
。
又
此
虞
と
紀
州
若
〔
和

ち

村

日

和

佐

浦

苔
、
宵
海
苔
を
出
す
。
歌
〕
山
、
藤
代
邊
と
劉
し
て
有
る
故
、
二
月
、
三
月
比
に
は
紀
州
よ
り
施
行
物

（
マ
、
）

を
皆
持
束
り
て
ほ
ど
こ
す
也
。
町
中
茶
店
有
。
少
し
の
石
階
を
上
り
二
王
門
を
有
。
入
て

海
部
郡
日
和
佐
浦
也
。
従
二
二
十
二
番
1

七
り
。
新
道
近
束
出
来
る
。
少
し
近
き

二
十
三
番
瞥
王
山
無
量
（
壽
）
院
薬
王
寺

よ
し
也
。
本
尊
薬
師
如
束
。
日
月
光
菩
薩
井
十
二
誹
。
皆
弘
法
大
師
の
御
作
也
。

然
し
本
尊
は
行
基
の
開
基
と
云
縛
ふ
也
。
古
来
は
餘
ほ
ど
の
大
寺
な
り
し
と
聞
り
。
又
寺
内
二
大
師
此
寺
二
而
四
十
ニ
オ
の
御

ふ
せ

除
厄
有
し
と
。
後
淳
和
天
皇
勅
願
と
し
て
田
玖
を
附
ら
る
。
其
後
又
清
和
帝
御
除
厄
の
為
二
御
靱
、
錦
の
戸
帳
を
納
め
ら
る
。

其

後

二

到

り

て

文

治

の

比

二

後

鳥

利

帝

御

再

井

本

尊

千

手

観

音

。

脇

士

二

十

八

部

。

皆

行

基

大

師

堂

二

重

の

塔

繹

迦

て

菩

薩

の

御

作

也

と

云

。

前

ニ

一

茶

堂

有

。

井

て

興
有
し
と
ぞ
聞
け
り
。
古
文
書
多
き
よ
し
。

次

井

等

堂

鎮

守

金

毘

羅

社

倫

伽

山

白

山

に

て

有

。

オ
、
四
十
ニ
オ
等
二
皆
此
寺
二
参
詣
し
て
除
厄
を
祈
る
が
故
繁
華
也
。

ミ
な
人
の
や
ミ
ぬ
（
る
）
人
〔
年
〕
の
薬
王
寺

ま
た
是
よ
り
し
て
西
な
る
山
に
六
十
餘
丁
程
も
行
て
玉
津
し
山

と
云
も
の
有
よ
し
。
大
師
自
作
之
大
日
如
束
鹿
中
二
ま
し
ま
す
と
。
其
邊
り
の
山
二
小
像
多
村
中

奥

院

た

か

そ

ね

村

き
よ
し
。
皆
大
師
自
然
の
石
二
自
ら
剛
〔
彫
〕
付
給
ひ
し
と
聞
け
り
。
其
餘
濱
有
〔
道
〕
越
て
大
師

堂
有
。
止
宿
す
る

ニ
よ
し
。
越
て

る

り

の

薬

を

あ

た

え

ま

し

ま

せ

渡

り

て

し

ば

甚

瞼

路

也

。

岩

角

道

又

少

し

の

濱

道

。

坂

を

越

宍

喰

な

き

村

獅

喰

浦

下
、
石
濱
に
行
て

な
き
坂

甚
わ
ろ
し
。
下
て

母

川

ら

く

行

て

て

り

lJ

人
家
百
軒
斗
。
漁
家
井
に
農
家
也
。
此
村
完
〔
宍
〕
喰
と
も
書
り
。
浦
二
茶
店
有
。
止
宿
す
る
二
よ
ろ
し
。
又
村
内
ニ

と
云
る
員
言
宗
の
寺
有
。
國
主
よ
り
遁
路
ゐ
た
わ
り
の
為
二
建
置
る
。
此
寺
の
濫
腸
を
尋
る
に
、

鈴
の
音
を
聞
て
尋
束
て
見
た
ま
ひ
し
か
ば
此
慮

（
ム
シ
）

ニ
束
り
し
と
。
則
其
慮
二
大
な
る
石
三
ッ
有
。
今
寺
の
庭
二
有
る
也
。
其
石
の
傍
二
か
ん
お
ん
龍
馬
二
誇
〔
跨
〕
り
て
口
る
を
拝

し
、
稜
心
し
て
小
庵
を
建
住
せ
し
と
。
ま
た
此
寺
二
龍
宮
よ
り
上
り
し
と
云
る
大
釜
一
ツ
有
。
其
形
三
足
鼎
の
な
り
し
て
有
。

是
二
龍
の
形
有
等
云
博
ふ
れ
ど
も
見
え
が
た
し
。
上
二
鈴
峯
山
と
云
山
有
。
頂
上
二
又
小
堂
有
て
か
ん
お
ん
の
像
を
置
る
よ
し

也
。
麓
よ
り
十
八
丁
有
と
聞
り
。
又
営
寺
の
傍
ニ

の
宮
有
。
嘗
所
の
産
誹
也
°
庭
中
二
古

大
山
櫂
現

鐘
有
。
明
朝
の
も
の
4

よ
し
。
其
銘
に

明
昌
七
年
丙
辰
四
月
日
錨
成
金
鐘
一
重
六
十
七
斤
徳
興
寺
懸
排
普
観
旦
那
同
共
一
心
聖
朗
萬
歳
上
棟
梁
戸
長
金
仁
鳳
副
頭

梁
延
甫
慶
讃
陣
蓄
孝

(
r
マ

）

（

マ

マ

）

と
有
。
渡
束
し
も
の
は
あ
ら
ざ
（
り
）
し
か
な
り
。
惣
而
此
邊
り
は
さ
ま
人
＼
の
器
物
を
も
て
る
農
家
ハ
も
て
る
よ
し
也
。
扱
是

よ
り
町
の
出
は
な
れ
に

有
。
出
入
の
切
手
を
改
る
。
則
入
口
に
而
取
来
り
し
切
手
は
此
虞
二
而
納
め
而
行
こ
と
也
。
國
主
よ
り
役
人
を
置

御
番
所

る
4

゜
越
て
九
折
を
上
る
こ
と
凡
十
三
丁
。
此
慮
に
雨
州
の
標
柱
有
。
此
よ
り
南
海
を
望
む
時
は
目
二
さ
わ
る
も

の
無
し
て
眺
望
筆
に
つ
く
し
が
た
し
。
以
上
阿
州
分
四
十
八
丁
道
五
十
七
里
半
と
ぞ
聞
侍
り
け
り
。
札
所
廿
三
ヶ
所
遍
路
之
者

四
國
遍
路
道
中
維
誌

詠

四
國
遍
路
道
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雑
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其
外
小
堂
小
祠
多
し
。
昔
し
は
餘
程
の
伽
藍
な
り
し
と
聞
り
。

庚
申
堂

今
二
も
営
國
之
者
女
は
十
九
オ
、
三
十
三
オ
。
男
は
二
十
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甲
の
浦

泊
り
泊
り
に
印
形

を
と
り
行

入
切
手

（
原
頭
註
）

是
よ
り
東
寺
迄
十

一
り
と
聞
C

従
桑
王
寺
ー
拾
里

なり。

四
國
遍
路
道
中
維
誌

巻
之

に
心
得
べ
き
こ
と
也
。
此
邊
り

少
し
の
坂
也
3

上
れ
ば
四

い
く
み
坂

方
を
眺
望
す
る
よ
き
所
也
。

農
家
、
漁
戸

い
く
見
村

少
し
の
虞
也
。

225 

少
し
の

あ
い
ま
坂

坂也、）

遍
路
の
衆
よ
く
心
得
べ
き
こ
と
な
り
。
扱
番
所
を
入
て

ま
た
庄
屋
よ
り
の
さ
し
宿
に
而
も
中
々
出
来
が
た
し
。

（
原
文
ア
キ
）
古
城
跡
有
。
桑
名
脆
監

ロロ

か
ん
漁
浦
二
而
山
の
崖
ニ

甲
の
浦

家
居
し
商
戸
も
多
し
。

番

所

扱

峠

共
、
行
暮
宿
無
節
は
皆
村
々
之
庄
屋
よ
り
さ
し
宿
を
致
し
呉
、
質
二
川
々
は
皆
無
錢
に
し
而
あ
り
が
た
き
國
政
と
ぞ
思
わ
れ
た

り
け
る
。
是
ひ
と
え
に
大
師
之
遍
照
金
剛
の
威
光
ぞ
か
し
と
あ
お
が
ぬ
も
の
ぞ
な
か
り
け
り
。
南
無
阿
蒲
陀
／
＼
｀
／
＼
゜

（註
1
)

（註
2
)

（註
3
)

（註
4
)

（註
5
)

（註
6
)

（註
7
)

（註
8
)

（註
9
)

（註
10)

（註
11)

（註
12)

（註
13)

（註
14)

（註
15)

（註
16)

（註
17)

（註
18)

（註
19)

（註
20)

五
大
の
種
子
。
萬
象
の
本
原
た
る
空
、
風
、
火
、
水
、
地
を
梵
字
で
表
わ
し
た
も
の
。

一
丁
字
（
い
つ
て
い
じ
）
。
無
學
文
盲
の
意
。

延
喜
式
の
紳
名
帳
記
載
の
紳
祉
。

梵
語
の
音
諄
。
浮
闊
と
も
書
く
。
佛
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
僧
侶
の
意
。

戦
國
の
武
将
。
土
佐
の
雄
。
慶
長
四
年
五
月
十
九
日
歿
。
六
十
一
歳
。

修
理
亮
治
長
°
淀
君
の
僻
臣
。
元
和
元
年
五
月
八
日
、
大
阪
落
城
に
殉
死
す
。

蒔
農
池
。
旱
害
救
演
の
た
め
の
溜
池
。
空
海
（
弘
法
）
は
弘
安
十
二
年
（
八
ニ
―
)
こ
の
築
造
を
監
督
し
た
。

保
元
の
胤
に
崇
徳
上
皇
の
召
に
第
八
子
為
朝
と
と
も
に
戦
い
、
敗
れ
、
七
月
三
十
日
誅
さ
る
。
六
十
一
歳
。

櫂
兵
術
尉
秀
久
。
初
め
豊
臣
秀
吉
、
後
徳
川
家
康
の
磨
下
に
つ
く
。
疫
長
十
九
年
五
月
六
日
歿
。
六
十
四
歳
。

高
松
城
主
。
讃
岐
守
。
凝
長
十
五
年
三
月
十
八
日
歿
。
五
十
六
歳
。

源
義
純
の
四
天
王
の
一
。
文
治
二
年
屋
島
の
戦
い
に
死
す
。
二
十
八
歳
。

撒
信
の
弟
。
京
、
四
條
室
町
の
第
に
討
手
を
受
け
文
治
二
年
九
月
自
殺
。
二
十
六
歳
。

宗
高
。
下
野
の
人
。
壽
永
四
年
二
月
屋
島
の
戦
い
の
扇
の
的
で
名
高
い
。
後
薙
髪
し
伏
見
郎
成
院
に
入
り
寂
す
。

佛
の
説
法
が
衆
生
の
間
を
回
り
韓
じ
て
、
迷
い
を
悴
く
こ
と
の
法
語
。

南
イ
ン
ド
に
あ
る
と
縛
説
的
に
信
じ
ら
れ
る
観
世
音
菩
薩
の
飯
場
。

慎
は
員
賞
。
如
は
如
常
。
萬
物
の
本
證
の
不
愛
の
員
理
を
い
う
法
語
。

苦
行
（
＜
ぎ
よ
う
）
下
の
句
は
死
出
や
三
途
。
死
出
の
山
。
一
＿
一
途
の
川
。

倒
す
こ
と
の
闊
西
地
方
の
方
言
。

菩
薩
が
あ
ま
ね
く
衆
生
を
救
お
う
と
す
る
廣
大
な
誓
順
の
佛
語
。

さ
ん
ご
う
し
き
。
三
巻
。
空
海
が
儒
、
道
、
佛
三
赦
の
優
劣
を
批
判
し
た
宣
言
書
。

（
巻
之
二
）

よ
り
つ
加
祖
り
を
下
る
こ
と
十
丁
斗
。
岩
角
路
に
尖
り
て
其
瞼
な
る
こ
と
筆
状
し
や
す
き
（
に
）
あ
ら
ず
。
如
何
二
も
嘗

國
の
要
と
す
べ
き
番
所
と
ぞ
思
わ
る
。
下
り
て
濱
際
に

有
。
此
虞
を
詞
の
浦
の
番
所
と
云
。
則
往
来
手
形
井
に
船
上
り
切
手
を
改
め
、
此
所
よ
り
入
切
手
と
云
も
の
を
出

い
ん
ぎ
や
う

す
。
其
よ
り
し
て
営
図
に
而
は
其
泊
り
／
＼
に
而
村
長
の
印
形
を
と
り
行
也
。
何
月
何
日
此
慮
泊
り
と
皆
書
て
印

形
を
押
出
す
。
若
此
印
形
を
失
念
す
る
時
は
、
先
へ
行
て
一
宿
た
り
と
も
宿
か
す
人
な
し
。
又
木
錢
〔
賃
〕
宿
に
而
も
ゆ
る
さ
ず
。

り
。
人
家
凡
戴
百
軒
斗
も
有
る
や
う
に
思
わ
る
。

皆
濱
道
石
原
斗
を
行
こ
と
也
。

ト
云
。
元
親
近
臣
ナ
リ
。

少

し

の

町

也

。

商

戸

、

茶

店

歩

行

渡

り

。

白

濱

町

す

き

て

川

此
邊
り
之
船
澗
懸
り
も
す
る
よ
し
二
而
、
謹
分
繁
華
の
地
な

し

ば

し

行

有

。

村

内

明

紳

の

大

祉

有

。

山

近

く

海

近
き
故
雨
少
し
ふ
る
時
は
直
二
水
増
し
、
甚
難
所
也
。
小
石
大
石
に
而
す
べ
り
て
わ
ろ
し
。
惣
而
土
州
は
皆
か
A

る
川
多
き
故

四
國
逼
路
道
中
雑
誌

四
國
遍
路
道
中
雑
誌
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